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■シンポジウム「住吉隣保館、住吉解放会館、住吉人権文化センター、市民交流センターすみ 

よし北が果たしてきた役割と住吉隣保館事業推進センターへの期待」 
２０１６年３月２０日（日）午後２時～５時まで、市民交流センターすみよし北４０２号室に

おいて、シンポジウム「住吉隣保館、住吉解放会館、住吉人権文化センター、市民交流センター

すみよし北が果たしてきた役割と住吉隣保館事業推進センターへの期待」が、開催されました。

これは、３月末に、市民交流センターすみよし北が閉鎖され、４月１日から住吉隣保事業推進セ

ンター（すみよし隣保館 寿）が新しく開設されることにちなんで企画されたものです。 

当日は、５名（１名は書面での参加）のパネラーから、住吉青年会館時代から市民交流センタ

ーすみよし北までの経験の総括とすみよし隣保館 寿への期待が報告され、参加者からも活発な

意見が出されました。 

以下に、当日の報告と討論を事務局の方で取りまとめたものです。なお、このシンポジウム

は、「人権のまちづくりを考える」すみよし連続講座の３月例会として開催されたもので、参加

者は２８名でした。（文責：事務局） 
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【司会開会《前田 雅之》】 

４月１日以降開設される「住吉隣保事業推

進センター（愛称：すみよし隣保館 寿）」

で、事業の中身やあるいは活動について、今

後とも発展させるために、今回はこのシンポ

ジウムを行いたいと思っておりますので、よ

ろしく申しあげたいと思います。  

進行役をさせていただきます、住吉隣保事

業推進協会の前田です。よろしくお願いしま

す。シンポジウムの進め方ですけれども、プ

ログラムという形で２枚目を見てください。

私から司会進行しまして、理事長から挨拶し

ます。それから、スライドで大体６０年間の

スライドを見ていただきまして、各パネラー

から、報告をしていただきます。本日は、友

永香鶴子さんが体調が悪いということで参加

できませんので、青年会館時代の資料を私が

読ませていただきます。それから、住吉解放

会館時代を川口さんから報告いただきます。

それから、住吉人権文化センター時代を小住

光さん、市民交流センターすみよし北時代を

岡田彰さんからお話いただきます。そして、

休憩をしまして、住吉隣保事業推進センター

の概要と活用してとりくみたいことについて

友永健吾さんからお話いただきます。 

その後、各パネラーから新センターの期待

をお話して頂いて、意見交換、そして最後に

各パネラーから言い残したことを一言ずつい

ただきたいと思います。この順番でございま

すので、よろしくお願いします。まず、最初

に理事長の友永健三から挨拶させていただき

ます。 

 

【主催者代表あいさつ《友永 健三》】 

本日のシンポジウムに参加いただきました

皆様、ご苦労様です。市民交流センターすみ

よし北において、当財団が中心となって主催

します企画としては、本日のシンポジウムが

最終の催しとなります。と申しますのは、皆

様方もご承知の通り、残念ながら当センター

は、この３月末で閉鎖になるからです。この

センターは、１９７７年に建設されましたの

で、今年で３９年になります。様々な面で、

このセンターが果たしてきてくれた大きな役

割に、皆さんとともに感謝の意を表したいと

思います。 

このセンターが閉鎖されますことは、誠に

残念なことですが、住吉地区におきまして

は、多くの個人・団体のご支援をいただきま

して、４月１日より、寿湯跡地に建設いたし

ております住吉隣保事業推進センター（すみ

よし隣保館 寿）を開設いたします。本日のシ

ンポジウムは、この新しいセンターを活用

し、新たな飛躍をめざしていくための企画で

す。このためには、何よりもまず、この住吉

の地で、これまで地域のセンターとして大き

な役割を果たしてきた住吉青年会館、住吉隣

保館、住吉解放会館、住吉人権文化センタ

ー、市民交流センターすみよし北での活動や

事業を総括し、新しいセンターでの活動や事

業に引き継いでいかねばならないことは何な

のかを明らかにしていくことが求められてい

ます。 

その内容は、これからのシンポジウムで明

らかにされることと思いますが、少なくと

も、①地域住民の総合相談の場、②地域住民

の自立支援の場、③子ども・高齢者・障がい

者などの居場所、④地区住民と近隣住民の交

流の場、⑤部落問題をはじめとした人権問題

の学習・啓発の場、⑥市民の自主活動の場と

いった機能は、新しいセンターでも引き継い

でいかねばならないものだと考えています。 

新しいセンターの最大の特色は、民設置民

営の隣保館であるという点です。このこと

は、建物の建設はもとより、管理運営、事業

や活動展開にあたっても、基本的には「民」

の力で賄っていかねばならない（自主解放）

ということです。このためには、このセンタ

ーを設置し、管理・運営をしていく当財団の
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役員や職員が大きな役割を果たしていかねば

なりませんが、これだけでは困難です。やは

り、今日ご参加いただきました皆様の物心両

面にわたるご支援が必要です。また、国や自

治体の制度、民間の企業や財団などが提供し

ている支援制度などにアンテナを張り、それ

を活用していくことも不可欠だと考えていま

す。以上のことを申しあげ、シンポジウムの

主催者を代表してのごあいさつと致します。 

 

スライドで、住吉青年会館、住吉隣保館、住

吉解放会館、住吉人権文化センター、市民交

流センターすみよし北を紹介 

《前田 雅之》 

 

それではですね、この住吉青年会館なり、

あるいは隣保館、解放会館、人権文化センタ

ー、市民交流センターすみよし北という順番

でスライドで見ていただきたいと思います。

それではスライドをよろしくお願いします。 

スライド①-１：青少年会館時代（1934～1960

年） 

青年会館では、第一回子ども演芸会があっ

て、青年会館の横には、貸し本屋がありまし

た。その左下の写真は昔の住吉区の中心部で

す。それから新年子ども会の運動会ですね。

一番左が、住田次郎ちゃんです。パン食い競

争やっていますね。次、お願いします。 

スライド①-２ 

授産所が開設され、その後支部が立ち上が

っていきました。その前に青年湯が１９５４

年に改修工事で、このような形で立派になっ

ています。その横の写真が内職会ですね。授

産所での箱作りをしています。竹田圭一さん

のお母さんの、竹田愛子さんですね。それか

ら、住吉支部が結成されます。それが１９５

６年で、そこで研修に参加されたというわけ

です。次、お願いします。 

スライド①-３ 

それから、青年会館の前で青年部がハイキ

ングに出発前の写真です。住田館長以下、か

なり知っている顔の方もおられます。吉田敏

彦さんが、右から３人目ですね。それから、

１号館が完成された写真で、藤本時春さん、

野村君一さん、住田利雄さんがおられます。

１９５９年のことです。旧１号館前ですね。

これも最近、新しく建て替えられました。

次、お願いします。 

スライド②－１：住吉隣保館時代（1960～

1977 年） 

これは、住吉隣保館時代ということで、１

９６０年から１９７７年までです。青年会館

があった場所に、新しく住吉隣保館が建設さ

れました。落成祝賀会で、みなさんが写って

おられますね。それから、文化祭の写真を左

下に置いています。満員ですね。笹井純一さ

ん、もう亡くなりましたけど。沢田信隆ちゃ

んとかが写っています。それから図画教室が

子ども向けに行われているところです。次、

お願いします。 

スライド②-２ 

料理教室ですね。西内の散髪屋さんの奥さ

んが映っています。で、第三回文化祭。ひろ

っちゃん兄ちゃんやな。同級生の石元（旧

姓：玉枝）さんも写っています。たもっちゃ

んやな。それから、左下が結婚式場の写真で

す。貸衣装事業をもう４０年、５０年近くや

ってきて、去年で終わりました。これが隣保

館の建物の全景です。次、お願いします。 

スライド②－３ 

それから輪読会が１９６６年から始まって

います。その右隣が婦人会の発会式です。三

味線と浪曲が行われています。子ども会のハ

イキングの写真ですが、住田さんが左横に映

っていますね。我々の若かりし頃の写真が写

っていますね（笑）。真ん中に大川和裕さん

が写っています。この時は、二上山へ行きま

した。子ども会もこのような形でとりくみを

始めます。次、お願いします。 

スライド②－４ 

部落解放住吉子ども会の結成の時の写真

で、１９７１年２月です。その右隣が、第一

回教育懇談会の写真で、低学年、高学年と分

かれて行っていました。左下が住吉同和教育

推進協議会の発会式です。日の丸が後ろには

ってありますね（苦笑）。これは、住吉小学

校で行われました。それから、第２回の婦人

部大会の写真で、前田幸代さんが壇上に立っ

ておられます。１９６８年１１月ですね。

次、お願いします。 
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スライド②－５ 

寿湯の落成の写真で、１９６２年の４月で

す。その右隣が隣保館占拠事件で、１９６８

年の４月１日です。左下が、同和会粉砕の町

内行動で１９６９年で、隣保館前で青年が訴

えているところですね。右下が、青年部が結

成された写真で、１９７０年７月です。藤本

健三さんが青年部長だったと思います。次、

お願いします。 

スライド②－６ 

次は住吉中学校の差別落書き事件で、糾弾

会が１９７３年３月におこなわれています。

住田一郎さん、木本久枝さんですね。住吉地

区総合１０カ年計画の実行本部の設置の写真

で、１９７３年４月です。山本芳治さんの頭

が見えますね。第一回の地区研究集会の写真

で、１９７３年５月ですね。藤本俊彦さん

が、分科会で話されている写真ですね。その

右下が大阪市との住宅交渉で、６・７号館が 7

層で、後は３層にするという形で決着しまし

た。丸井助役に対して交渉しました。それが

１９７３年の１１月ですね。次、お願いしま

す。 

スライド③－１：住吉解放会館の時代（1977

～2000 年） 

これは１９７７年に建てられた新しい住吉

解放会館の建物です。一番左が落成で、１９

７７年２月。その１年後に、青少年会館が落

成されます。４月には、乳児保育所ができま

した。住吉東駅前の生協オープンが１９８２

年４月です。住吉総合福祉センターが１９８

６年６月に建てられました。これが住吉解放

会館の時代で２０００年まで続きます。次、

お願います。 

スライド③－２ 

その間に、狭山のハンガーストライキがと

りくまれています。山本さん、白井くん、平

澤さん、中筋さんらですね。次は、大阪～東

京間７００キロ徒歩行進で１９７７年です。

その当時の川口書記長が、みなさんに訴えて

います。隊員は５人の青年でした。その左下

が、狭山の再審を求めて町内を行進している

様子です。それから１０年後にですね、大阪

から栃木まで自転車行進で狭山を訴えてた写

真で、それが１９８７年ですね。次、お願い

します。 

スライド③－３ 

住吉小学校の差別糾弾会がありましたね、

１９７６年。住田利雄さんを先頭にして交渉

を行いました。友永理事長ですね。その隣

が、住之江郵便局の差別事件の糾弾会を行っ

ています。１９７７年ですね。次は、アサヒ

衛陶の跡地に住宅を建設することに周辺住民

が反対するという問題がありました、１９７

８年です。それに対して、我々は問題やとい

うことで、抗議のとりくみを展開しました。

それから、教育守る会の第２回の総会が行わ

れました。野村君一さんと野村幸美さんと川

島さんですね。次、お願いします。 

スライド③－４ 

１９７８年に、奨学金制度改革反対の駅前

のハンガーストライキが行われている様子で

す。その隣が、同和会粉砕のとりくみです

ね。旧１号館前で行われています。同和会事

務所前での抗議行動ということで左下です

ね。川島正幸さん、鳥丸さんが写っています

ね。次は、支部創立２０周年の地区研修集会

を開いています。１９７８年１１月ですね。 

次、お願いします。 

スライド③－５ 

住吉解放会館で、藤本時春さんが第一回部

落問題の入門講座の講師になっています。１

９８９年９月です。支部創立３０周年で、

「米騒動から今日まで」と題して小住さんを

中心としながら、演劇が行われています。小

住さんの隣が笹田依度夫（いきお）さんです

かね。その左下が神ノ木の地下道完成の写真

で、１９８８年ですね。１９９９年にライフ

サポートが設立されました。総センの大広間

で記念式典を行いました。次、お願いしま

す。 

スライド④－１：住吉人権文化センターの時

代（2000～2010 年） 

住吉人権文化センターの時代ということ

で、２０００年から２０１０年ですね。２０

０４年には、なごみが開設されます。次は、

住吉人権協会の総会の写真で、藤本俊彦さん

が挨拶され、議長は長畑卓治さんですね。そ

して、住吉支部創立の５０周年記念レセプシ
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ョンの写真で、２００６年です。さらに、第

一回のセンターまつりの写真で、ホールで子

どもたちが太鼓をたたいていますね。２００

９年の３月です。２００９年３月には、寿湯

の１室を借りて支部事務所が開設されまし

た。その時の事務所開きの写真です。次、お

願いします。 

スライド⑤－１：市民交流センターすみよし

北の時代（2010～2016 年 3 月末） 

市民交流センターすみよし北の時代という

ことで、２０１０年から２０１６年３月まで

です。一番最初にオープニングセレモニーが

行われています。住吉・住之江同和人権教育

推進協議会の新転任研修で、体育館の壁画を

説明しています。左下が、２０１０年１１月

に開催された第１８回人権のつどいの写真で

す。右下が、自然体験の交流ということで、

同年５月に滋賀県で田植えが行われていま

す。次、お願いします。 

スライド⑤－２ 

もと住吉青少年会館付設体育館が、共用再

開となって、２０１０年６月にオープニング

セレモニーが行われています。右が財団設立

５０年と住田利雄さん生誕１００年を記念し

た集会が、２０１１年１１月にホールで開催

されました。左下が、全国水平社９０周年集

会が京都で開催され、友永支部長を先頭に撮

られた写真です。水平記念塔の前ですね。

後、「なくさんといて市民交流センター」と

言う形で大阪市を包囲して市役所前でみなさ

んが訴えているところです。次、お願いしま

す。 

スライド⑤－３ 

昨年の５月に、差別文書大量ばらまき事件

が発生して、大阪市なり、区役所にもその問

題ついて抗議をしました。寿湯が閉鎖され

て、新しく新センターが建設されることにな

り、昨年７月に起工式が行われました。一番

右下が、住吉隣保事業推進センターが２０１

６年３月に完成した写真です。 

以上です。１９３０年代から今日までを報

告させていただきました。 

 

 

 

各パネラーから 

住吉隣保館が果たしてきた役割 

（資料提出：友永 香鶴子） 

 

前田 雅之：今から各パネラーから時代、時

代について報告していただきたいんですが、

友永香鶴子さんが冒頭で言った通り体調不良

ということで、レジュメが出てますので、そ

れを見ながら皆さんにご報告させてもらいた

いと思います。 

住吉隣保館が果たしてきた役割ということ

で、住吉隣保館の時代の報告をさせていただ

きたいと思います。 

（１）住吉青年会館時代 

友永香鶴子さんは、住吉青年会館時代とい

うことで、「①青年会 社交ダンス講習」そ

れから、「②芝居・浪曲の興行」それから、

「③子どもたちの年 1回の文化祭」先ほど写

真が出ていましたね。劇なり、日本舞踊が行

われたということですね。「④部落解放同盟

住吉支部結成」ということで、１９５６年に

６人で結成された。「住吉どんぐり子ども会

・主婦の会・青年会」ができたと。子ども会

は年２回春・夏ハイキング 参加者２００名

超す。付き添いは青年部・主婦の会、大学生

のセツルメントなどということで、大阪府立

女子大学の学生にセツルメント活動で参加し

ていただいて、子ども会の活動を応援しても

らいました。それから「⑤市営住宅１・２号

館建つ」ということで、先ほど写真にもあり

ました。そして、寿湯建設です。これから部

落解放運動活動が進められていくと。そし

て、「⑥青年会館 町会経営で小間物・文房

具・貸し本を開く」それから、「⑦館長・職

員２名雇う」とあります。将来の住民のため

の「町内住民の日銭積立を始める」と「内職

の斡旋も」始まり、「授産所が建設され町内

の主婦たちが内職に従事すると同時に施設内

にトラコーマ診療所が併設」「その他 子ど

もたちの補充学級も始まる（住吉託児所に

て）」「この当時は部落差別がとても厳しか

った」と。 

（２）住吉隣保館新設（住吉青年会館跡地） 

それから、２番目としては、住吉隣保館新

設。住吉青年会館の跡地にできる。「①結婚
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式場できる 貸衣装（結婚式・葬式用）」と

いう形で、衣装も買うと。それから、「②講

習講座（生け花・毛糸編み物・和裁・日舞・

民謡など）」３番目は、「③積立・内職斡

旋」４番目は、「④トラコーマ診療所も隣保

館に」あったという形でね。このあたりから

部落解放運動推進派と寝た子を起こすな派

（寺をはじめ役員と町会の役員＝保守的な住

民）の間で揉め事がはじまった、ということ

です。 

（３）住吉隣保館占拠事件（1963 年 4 月） 

それから、住吉隣保館占拠事件ということ

で、「①数日で問題が収拾 再び解放運動推

進派の手に戻る」「この事件をきっかけに解

放運動が高まった。それまであまり積極的で

なかった男性が「五月会」という組織を結成

する、五月会を中心に自動車免許証を取得す

るため「車友会」「住宅要求組合」など、役

員を引き受け、多くの住民が参加するように

なる」と。２番目は、「②識字学級（輪読

会）始まる」１９６６年に、輪読会が始まり

ました。それから、「主婦の会が婦人部に改

正され、識字や今までも関心を持ち学習して

きた時事問題にも熱心に参加するようになる

（女性が変われば社会＝部落も変わる＝住田

館長の言葉）」というふうにあります。 

（４）同和対策審議会答甲（1965 年）が政府

から出される 

３番目には、同和対策審議会答甲が１９６５

年。政府から出される。そして、「特別措置

法（１９６９年）が制定」されて、施行され

ていく。 

この当時は、人がとにかく会館に集まって

ですね、みんながここにきて活動されてい

た。当時はボランティアという言葉はなかっ

たんですけど、たくさんの方が来て、夜も昼

も会館の中は賑わって、とにかく人が集まる

場所でした。あそこにいけば、楽しい、ある

いは仕事の紹介がある、勉強ができると言う

状況であったと聞いています。 

では、続きまして、川口さんにバトンタッ

チします。 

 

住吉解放会館が果たしてきた役割 

新・旧の住吉解放会館（1970 年 4 月～1977 年

2 月～2000 年 3 月） 

《川口 隆男》 

 

（１）隣保館から解放会館へ 

レジュメを入れていますので、前から４番

目くらいにわたしの名前と項目が載っていま

す。わたしの時代いうのは一番長いと思いま

す。１９７０年から２０００年まで約３０年

間、解放会館という名前でした。だから、青

年会館の時代から計算したら、約８２年。青

年会館の時代の２６年間を除いたとしても約

６２年ですか。そのうちの３０年ですから

ね、やっぱり大きいなと思います。どっちか

と言うたら、１９７０年、昭和４５年ですけ

ども、わたしが隣保館に入った年です。ちょ

うど、同和会闘争、Ａ市議糾弾闘争が４４

年。ほとんど７０年に向けた前哨戦として１

９６９年というのは大きな闘いというのがた

くさんあったと思います。そういう意味で１

９７０年は、住吉の解放運動のいわゆる夜明

けと言っても過言でないし、１９７０年から

２０００年、この３０年の間に運動の高ま

り、事業の展開、様々な分野で事業が展開さ

れて、要求組合が生まれてきました。わたし

のレジュメにも書いてありますけども、いう

までもなく、みなさん方が経験したことで

す。 

わたし自身、一番思い出があるのが、書記

長になったあくる日が、吹田の共産党と同和

会が一緒になった闘争がありまして、その時

にわたしも、前住田支部長と一緒に参加しま

した。バスに乗って帰る時に弁当が足らんと

いうことで、弁当もらいに行っている間に、

バスが帰ってしまったんですね。それで、電

車で返ってきたら、前住田館長を中心にしな
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がら反省会していて、そこへわたしが帰って

きて、「ああ、帰ってきたね」ということで

ね。せっかく弁当もらいにいったのに。置い

てきぼりになった（笑）。それが、書記長に

なったあくる日の大闘争でした。非常にま

あ、思い出のある大闘争やったんです。 

わたしの時代というのは、まちづくりの住

環境の改善だけでなく、色々な要求組合が生

まれてくるし、いわゆる闘いもおこってい

く。その中の中心になったのが、狭山の闘い

ではないかなと思います。今でこそ、３大闘

争は当たり前やけどね。それまでは２大闘争

やったし、「特別措置法」の具体化と、それ

から狭山の闘い。地名総鑑が出てきてね、初

めて３大闘争という風になったんです。 

１９７０年４月２１日に第二審の公判開始

のもとで、狭山闘争は、発展やっていくわけ

です。住吉もその時に参加していった。狭山

の闘いというのは、石川美智子さんが、第１

３回全国青年集会の席上で赤裸々に訴えたの

です。それが、住吉の青年が立ち上がる一つ

のきっかけになったと思います。その時の中

央本部というのは、石川さんが無実だという

のははっきりしているわけやけど、結局決議

だおれになるわけ。大会の度に決議はするけ

ど、結局なんのとりくみもなかった。翌年の

３月、１９７０（昭和４５）年の大会で、住

吉が徒歩行進やれというふうに提起を積極に

やったなかで、初めて腰を上げて行くという

とりくみでした。そういう点では、住吉が先

頭を切って闘った。ただ、残念なことにね、

セクトに走った連中が、１１月に浦和地裁を

占拠して、すぐに取り押さえられるというこ

ともありました。 

このとりくみは、全国的に名前は売れまし

たけど、結局、線香花火やった。やはり地道

な闘いで東京に駆け上がっていくということ

が一番理想やと思います。そういう意味で

は、住吉の闘いというものは、１９７０年幕

開けと同時に運動として、花開いていくわけ

です。それは、大衆の支えがあったからこ

そ、運動が長続きしたんではないかと思いま

す。 

それで、後ろの方、わたしの言葉が聴きと

りにくかったら、もうちょっとスローで話し

ます。ちょうど１年と数ヵ月かになるんです

けども、脳梗塞で倒れまして。右下半身と左

目、言葉の方に障がいが出てくるかも知れな

いと言われたし、１日に水を２リットル飲み

なさいって。それは２回目の脳梗塞を避ける

ために、充分水を取りなさいよという意味で

ね。コーヒーは全然あかんわけで。水とか湯

とかを１日２リットル必死で飲んでるわけで

す。おいしくないです（笑）。 

そういうことで、狭山の闘いが住吉の運動

の盛り上がりなったんではないかと思いま

す。だから、各要求組合、色々な要求組織が

生まれてくるわけですけど、全部狭山と結び

ついている。そういうところに住吉の大きな

特徴があったんではないかと思います。 

 

（２）階層別要求別組織の結成 

・住環境の改善 摂津酒造の更地（1972 年 3

月） 

レジュメに書いてありますように、摂津酒

造が更地になったことが住吉地区の住環境の

改善に役立ちました。ここにいわゆる鉄筋を

建てたら、１４０戸できることになったので

す。住吉地区は住宅密集地区で、空き地がな

かったため、敷津第一と御崎に建てられた住

宅で１３０～１４０世帯が暮らしていまし

た。具体的にいうと、敷津第一には３１戸。

３４戸くらい建てるんですけど、そのうちの

支部員が３１戸しかない。御崎では９０戸と

２０戸、大体１１０戸。合計で１３０戸か１

４０戸です。とりあえず、摂津酒造を買収し

て住宅建てたら敷津第一と御崎の分は解消で

きるということだったのです。同時に、住吉

のまちづくりも一気に色々と進むと。要求が

先か、立ち退きが先かということで。なんせ

この狭い土地の中で、住吉は一つ一つ、こつ

こつとまちづくりを進めていかなあかんとい

うことだったのです。正直、苦労したわけで

すけども。同和対策事業特別措置法が切れて

以降、法律の延長の度に事業がどんどん進ん

でいく。そこまでは良かったというふうに思

います。 

・助役交渉におけるマスタープランの確認

（1973 年 11 月）まちづくり「６つの原則」 
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それから、住吉のとりくみを促進させたと

いうのは、先ほど司会者にもあったように、

１９７３年、昭和４８年の１１月８日の助役

交渉です。この時の住宅交渉において、６～

７号については７層やけども、後は全部３層

となりました。これは「６つの原則」に裏付

けされたものであるから、（大阪市の）助役

も認めざるを得なかったのです。我々、７層

は反対やったんですけども、住吉のこの狭い

地域のなかで、７層を建てなければ後の３層

は建たんということもあって、妥協の産物の

下で、６～７号が生まれたんです。３層とい

うのは至近距離にしたら、大体２０メート

ル。親の目から自分の子どもを見て、泣いて

るか笑ってるか、楽しく遊んでるかいうの

は、大体２０メートル、それの前後の距離や

と言われている。そういう「６つの原則」を

結局大阪市に認めさせたというのが一番大き

な成果だったのではないかと思います。それ

から、「６つの原則」については、後のメン

バーもしゃべりますので、ここでは割愛させ

ていただきます。 

 

（３）運動の飛躍的発展 

・同和会粉砕とＡ市議への糾弾闘争をバネに 

それから、あとまた運動の飛躍と言うこと

では、先ほど（も出てきた）１９６９年、昭

和４４年の同和会粉砕とＡ市議糾弾というこ

とで闘いました。この蓄積、力というもの

が、ドーンと住吉の運動を一気に飛躍的に発

展させたのではないかと思います。それまで

の支部大会というのは、大体１００人前後の

支部員が（自分の嫁はんも子どもも全部入れ

て１００人）集まって行われていました。住

吉全体の１５００人から見たら、１００人は

まだ少ない。それで、４４年、寺の前で、同

和会の結成集会を粉砕して、それからＡ市議

に対する生活保護の闘争で、決着を見たと言

うのが一番大きい。その時の大会というのは

住吉小学校の、もちろん講堂でやりましたけ

ども、一気に支部員が７００名まで増えるわ

けですから、影響力というのは地区内の隅々

まで行ったんではないかと思っております。

それが、運動の飛躍的発展の一つであったん

だったんではないかと思っています。 

・狭山差別裁判糾弾闘争 大阪～東京７００

キロ徒歩行進（1977 年 4 月） 

それから、住吉を全国的に名前を広めたん

が、１９７７年。４月２１日から一ヵ月かけ

て、５．２３の狭山の中央集会まで大阪から

東京まで歩いたんです。この時同行していた

だいたんが、前の事務長の藤本健三くん。彼

と一緒に１日大体２５キロから２８キロがノ

ルマやなと、朝８時から夕方の４時か５時ま

で歩きつめたとしても２５キロ。休憩入れて

２５キロが限度なのではと。距離を図りなが

ら、名古屋まで宿をとっていく作業を彼と２

人で進めていきました。宿があるところは良

いんやけどね、宿がないときも出くわした。

それは、滋賀に入ってから、ぜんぜん国道沿

いに家がないわけ。ホテルもない。寺に飛び

込んで、実は、解放運動やっとるんです、松

本治一郎さんの教えを受けて、解放運動をや

っていることを言うたら、その人も部落出身

者かどうかは知りませんけども、非常に親し

み示してくれて、家に泊まってくださいとい

うようなことがありました。それ以降は、順

調良く、名古屋、東京まで行ったと思いま

す。前田くん先頭に５名が東京まで歩くの

は、先さきを読みながら、このへんでくたば

るなということで、日程を組んでいったんは

非常に良かったんではないかと。これが、解

放会館ができてすぐです。会館ができたの

は、１９７７年２月１１日です。我々が泊ま

り込んで、開館までの間、順番で職員が泊ま

り込んで、それでやっとこの住吉の今の市民

交流センター、前の住吉解放会館が日の目を

見たんです。そういうとりくみが一つありま

した。 

・アサヒ衛陶跡地差別事件（1978 年 6 月） 

「公園をつくれ」「同和住宅が建ったら土地

の値段が下がる」 

それから１９７８年の、先ほどありました

アサヒ衛陶跡地問題で。「あいつらが来た

ら、土地の値段が下がる」ということで周辺

住民から反対されたこともありました。 

・同和会事務所の設置反対抗議集会（1981 年

4 月） 

１９８１年には、先ほども写真が出てまし

た。同和会の事務所。あっこのうどん屋。朝
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は毎日あこのうどん屋行ってたんです。当

時、野村支部長でしたけども、解放会館の方

で集会をしながら、抗議集会をやっていく

と。だれがかけたんかは知りませんけども、

同和会の事務所にペンキをかけて、名前を見

えなくしたということもありましたけども。

同和会事務所の設置への抗議集会もとりくみ

ました。 

・１１号棟の日照権をめぐる闘い（1983 年） 

あと、寺との闘いは、１９８３年に起こっ

た１１号棟の日照権問題です。寺が自前の

金、自前の金言うても我々の寄付をせっせと

貯め込んで、どこからも融資も借りんと自前

で３階建ての大きな家を建てようとしたので

す。それに対して、１１号棟が、あんなとこ

ろに３階建てが建ったら、１階には全然日が

当たらない。だから、日照権の闘いを寺に向

けてやった。この闘いによって、３層を１層

にさせたのです。寺の入り口にピケを張っ

て、業者を入れない。友永健三さんの紹介

で、津村別院の役員であった高倉さんと会う

て、こっちに来てもらって、実はこうゆう状

況やと説明し、みんなの前で、高倉さんに住

職を説得してもらった。そういう闘いがあっ

たのです。 

 

（４）住環境の改善 

・総合実態調査の実施（1972 年 6 月） 

４番目に書いてありますように、総合実態

調査を実施しました。我々の一番の武器は、

実態調査です。１０００人の支部員を対象

に、一軒一軒上がり込んで、調査したので

す。それを先生方も応援してくれたというの

は非常に大きな闘いであったんではないかと

思います。そういった科学的な武器を我々が

身につけたいうのは、大阪市に対して、行政

交渉やっても成果を勝ち得た要因であったと

言えると思います。 

それ以降、以下に列挙しているとりくみが

ありましたが、時間の関係で割愛します。 

・総合１０カ年計画実行本部の設置（1973 年

4 月） 

・６～７号棟の完成（1975 年 12 月）と住環境

の改善 

・乳児保育所（1978 年 4 月）幼児保育所

（1980 年 4 月） 

・駅前生協オープン（1982 年 4 月） 

・住吉総合福祉センターのオープン（1986 年

4 月） 

・「神ノ木地下道」の完成（1988 年 7 月） 

・ラポール駅前店舗オープン（1996 年 9 月） 

・社会福祉法人ライフサポート協会設立

（1999 年 7 月） 

５、教育現場での差別事件の続発 

レジュメの最後に、裏側にあります、教育

現場での差別事件というのは非常にたくさん

起きました。狭山の盛り上がり、地区内のま

ちづくりの進展状況、色々な要求組合ができ

ていく、そういった中で教育現場における差

別事件というのは後を絶ちませんでした。住

中しかり、後は住之江、それから墨江小学

校、推進校６校と言われるところで事件が起

きなかったというのはなかったのではないか

と思います。ちょうど１９７６年ですから、

昭和５７年に入って教育現場における差別事

件というのはたくさん起こりました。住田支

部長が先頭に立って住小の教育に対して、差

別事件が起きている現状に対して、問題点を

指摘していきました。具体的には、「○○○

は、部落の子や」と平気でクラスの中で発言

したことに対して、部落の子が、「そんなこ

というのは、まちがっている」とはっきりも

のを言ったことが、事件が明るみに出たきっ

かけやったんではないかと思います。１９７

６年からずーっと学校関係で差別事件が起こ

っていく。そういう一つの流れがありまし

た。大体１５分ということで、こんなもんで

はないかと思います。 

 

～わすれてはならない 自主解放～ 私が人

権文化センター時代に体験した様々な出来事

・出会った人・学んだことについて 

《小住 光》 

 

はい、どうも、みなさんごくろうさんでご

ざいます。レジュメのその次がわたしの受け

持ちの資料となっています。裏表ですね。裏

が、『忘れてはならない自主解放』、この冊

子ができるときの、この時の施設長として文
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章を書かせていただいたものです。これは、

住田さんとわたしの出会いなり、解放会館に

就職して、どういう活動なり、どういう生活

をしてきたかというのを書いてありますの

で、また読んでいただきたいというふうに思

います。 

 

（１）はじめに 

定時制高校を出て、１９才で解放会館に就

職しました。あの当時は船場センタービルが

できたところですわ。１年前にね。その前は

西成の日本メッシュ工業株式会社、言うとこ

ろに就職して、そこ辞めて、金網ですから、

ベルトコンベアの溶接ありますね。くっつけ

るやつですわ、まあ、言うたら。その仕事か

ら繊維、固いところからやわらかいところ

（笑）に行って、高校卒業と同時に、ここへ

隣保館へ就職したんですわ。そのきっかけ

は、白井くんです。白井くんが「おい、ちょ

っと会館へ、ムラの若い子を」当時若かって

ん、わたし。今は６５やけども（笑）。「若

い子、要るから。一つ就職せえへんか」と声

をかけられたのです。わたしはその当時ね、

「運動したい、仕事したい、運動したい」い

うことで、一石二鳥やなと思いました。けれ

ども、ここにおりますけども、うちの母親と

姉がね、猛反対。「罪なところ行くな」とい

う話や。だから、そういう反対を押し切っ

て、当時３万３千円、本町でもうてた給料が

ね。それが、２万８千円になるんですわ。当

時の５千円の差っていうのはごっつう大きか

ったん。わたしの１９才ですから、今からも

う４０何年前ね。４０何年前の５千円ってい

うのは、大きかったでしょ？中学校２年の時

の牛乳配達１カ月のアルバイトの給料が５千

円ですから。大体５千円いうのは、バナナ一

本２０円、ニヌキは一個２０円、あの頃です

わ。そういう時代の５千円ですから、非常に

親としては５千円みすみすね、まあ言うたら

減るんやから、それでも「運動したい、地域

のために役に立ちたい」という思いがきつか

って、親を、姉を説得して入ったと。そのか

わり６０才になるまで４１年間。わたしは変

わりませんけども、雇う場所と建物の名前が

変わったという。隣保館の職員なってね、そ

れから解放会館の職員なって。ずっと一緒や

で、仕事わ。ほんで、人権文化センターの職

員なって、市民交流センターの職員（笑）や

ること一緒ですわ。雇うところが財団法人住

吉隣保館（財団）から、大阪市同和事業促進

協議会（市同促）になって、ほんでまた財団

に変わったというね。わたしは、一体魚で言

うたらお前、ブリかい（笑）ということにな

るわな。まあ、そんなんで、特にわたしがこ

の人権文化センター時代に体験した、様々な

出来事、出会った人、学んだこと、これにつ

いてね、お話したいと思います。 

① 隣保館職員（19 才）から市民交流センター

施設長（60 才）まで（冊子 P23 参照） 

運動できて、仕事が運動やというのが、も

のすごい大きなわたしのプラスの面ですわ

ね。そのことによって、会館の仕事って一体

なんやと（笑）。「犬、死んでんねん、ネ

コ、死んでんねん、ちょっと取りに来て」

「火事やあ！」言うたら、消火器持って走っ

たりね、「区役所怖いねん」とかいうのを

「よっしゃ行きまひょ、一緒に」とね、そう

いうもんが向いとったんやな、わたし自身。

ところが、入った時ね、住田さんに言われた

んが、会館の１年間の計算、いわゆる１年間

の、あの、なんというの・・・会計！（笑）

高校も、わたしも商業高校出や、１年間で

バーっと、最初ね、ソロバンを、額まだ小さ

い時ね、ところが額が大きくなってプッとな

るとソロバン、くるっとが変わるでしょ？そ

れがあかんから、もう計算機で。３ヵ月で、

１年間の、商業高校出でっせ、３ヵ月かかり

まへんで（笑）。とにかくね、それが一つの

大きなわたしの最初の仕事かなと。それで、

教育担当になって、小川の英ちゃんにずーっ
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と連れられて学校の先生と話すんやけども、

合わへん。教育用語とか学校の先生難しい言

葉、言うでしょ？もう、こんなん俺合わんわ

って。そんなんより、地域で自転車乗ってぐ

るぐるビラ撒いているのが合うのに。なんで

こんなんせなあかんねんと悩んで、もう辞め

たろかい！と思たけれども（笑）、辞められ

へん言うことで。川口さんと藤本健三さんが

引っ張ってくれて、「お前な、そんな教育行

かんと、ここへ来い」言うて、支部の書記

局、いわゆる組織部長、組織の担当へね。

「わかりましたあ！」言うことで、当時４３

人の班長。だーっと行って、「今度、川口さ

んの代わりに交代しました小住ですねん」言

うてね、ずーっと回ってね。それと、会館に

入った時に特に老人に言われたんは「あん

た、誰なん？」「いや、小住言いまんねん。

留やん（小住留吉）の子でんねん」言うた

ら、「どっちや！」言われてね。「どっちや

って。いや、弟の方ですわ」「ああ」とこう

いうことですわ。兄貴はおとなしかったから

ね（笑）。わたし、しらこい方でね、あちこ

ち、バァっと回っとったさかいに、弟の方で

すということで、バァっと名前が、まあ名前

はもともと売れてんねやけれども（笑）、

「ああ、光ちゃんが会館に来たんか」という

ふうに知ってもらったということでね。これ

は大きな財産です。 

② 仕事と運動の関係＝職員であり支部の役員 

時代（略） 

③ 様々な体験の思い出＝６つの原則と対市交 

渉・真願寺闘争・食事サービスあやめ他

（略） 

 

（２）解放会館から人権文化センター時代 

① 1986 年創作劇「米騒動から今日まで」の発

表 

・1988 年（37 才で書記長に） 

それと、１９８８年、運動の流れと建物に

関しては川口さんが言われましたけども、わ

たしは、８８年に３７才で支部の書記長にな

ったわけですわ。で、その２年前、１９８６

年が支部の創立３０周年。その時に「米騒動

から今日まで」という劇をしたんですわ。あ

れはね、川口さんと矢野さんと、わたしとの

合作ですわ。ほんで、この場面は誰担当、誰

が担当するということで、当時子ども会に聞

き取り調査というのがありましてね。それを

題材にして、大阪市の交渉場面とか、寺と揉

めてる場面とか、町会の互礼会の会議の様子

とかね、というような内容を含んだ劇にし

て、子どもから老人まで約３５人、それくら

いの劇をして、まずここ（ホール）でして、

ほんで、中之島の中央公会堂で、あっこでも

やりました。これは、大阪同和教育協議会

（市同教）が１２地区ありまして、その当

時、８６年の時に市同教の方から、市同教大

会で各地区の、なんか、ムラの特徴的なとり

くみを発表してほしいと言うことで。「よっ

しゃ、ちょうどええわ。うち劇作ったさかい

にこれ見てもらおう！」ということで、１８

００人の学校の先生ですわ。学校の先生の前

で劇をしたんですね（注：中央公会堂）。子

ども５、６人おったんかな？女の子、当時５

年、６年の子らですわ。その子ら連れて、寿

湯の風呂の場面、その前で将棋打ってる場面

が出だしですやんね。そんなんで、学校の先

生にも見てもうて、住吉の、まあ支部の誇り

ですね、それを勉強できたと言うことでね。 

② 1990 年国際識字年の思い出「紙とえんぴ

つ」劇の発表 

・この年の支部大会で「識字基調」 

今度は１９９０年。国際識字年。この識字

年の時に「紙とえんぴつ」と言う、これも劇

ですわ。これは識字の生徒さんを中心にして

一緒にやろうということで、この時の支部大

会は、識字基調ということで、「し・ぶ・た・

い・か・い」という札を作ってね。前田千代

乃さんとわたしがセットになって、「前田さん、

頼むで」と合図を送ったら、支部大会の

「し」という札を出してくれる。「し」から始

まる言葉をわーっと並べたんですわ。「議案書

作ったら？」（言われたけど）。そんなんいら

ん、いらん。顔と耳とこっち向けといてとね。

「しってまっか？みなさん」「支部大会は支部

と地区協の分裂とちゃいまっせ」というよう

なことを言いながら、みなさんに訴えていっ

たと。これはわたしの書記長の、書記長時代

の、沢野さんという大阪市から来てる、「小住

さん、そんなん失礼とちゃいまんのか？何
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作ってまんねん」言われましてね。「基調や。

なんで失礼やねん」。「いや、字書いて、文章

作って、議案書作るのが普通ちゃいまんの

か」ってね。「いや、それはな、労働組合。部

落はなあ、これでええねや。こんなもん、あ

んた、議案書作ってもな。あくる日ゴミ箱に

ほってある」言うてな。そういう実態もわ

かっとるからな。あえてこれをするんやとい

うことで、当日やったら、「わかりました」と

いうふうにね、理解してくれましたわ。まあ、

字の知ってる人はそういう意味しか理解でき

なかったんとちゃうかなと思います。「かみと

えんぴつ」。この「かみとえんぴつ」言うのは、

５回公演に行きました。まずうちのホールで

やって。その次は、区民ホール言うて、前の

保健所の３階ね。ここでもやって、ほんで、

府連の「文化の闘い」言う祭りね。浪速セン

ターの小ホールでもやって、解連協（大阪府

解放会館連絡協議会）が新転任の研修いうこ

とで、有馬グランドホテル。ここでもやって。

もう一回はちょっと忘れたんやけども。有馬

グランドでやった時はね、研修の場と、いや

控室と舞台がだいぶ離れとるんやね。その途

中に結婚の披露宴があるんです。その前をこ

の三角付けてね（笑）。向うもびっくりしてま

したわ。「なんやろう！」言うてね。白い顔

塗ってやで（笑）。あの時は、もうおもろいや

ら、なんやらで（笑）。４００人の新転任、解

放会館の職員もね、新転任の研修会で住吉の

その劇を紹介したということで。ちょうど国

際識字年の年ということでね。 

③ 1995 年阪神淡路大震災の思い出「入浴サー

ビス」の活動 

・てるおバンド結成。ふれあい食事会の 

とりくみ 

その次、１９９５年。これは、阪神大震災

ですね。この時に、１月の１７日に地震が起

きて、１週間後の１月２３日から入浴サービ

ス。当時、大川支部長から「今、物資持っ

てってもこれ届かんし。今大事なん風呂や、

思うんやけど、どやろ？」いうことで。「よっ

しゃ。わかりました。そんじゃそれいっぺん

企画しまひょ」いうね。さあ、どこへ電話し

て、どないしたら良いかわからんから、とに

かく上宮川文化センターのそこへ電話して、

地元でこういうことをしようと思ってんねや

と。マイクロバス２台持って行って、迎えに

行って、昼飯食うてもうて、風呂入ってもう

て、休憩してもうて、晩飯食うてもうて、送

ると、いうようなことをしたいんやけども、

どうでっか？言うたら、「ものすごい嬉しいで

す」と、「人選はそっちにまかすで」と言うこ

とで、１月の２２日。魚住さんとわたしがマ

イクロバス運転して、朝行っても通られるか

どうかわからんからね。ほんで、バスの中で

一泊してですね、ほんで朝起きたらね、もう

壁土の匂いがもうぷーんとしてましたわ。う

わあ、大変やなあ。ちょうど上宮川の人権セ

ンターはね、うちのこのくらいなんですよ。

部屋とか、廊下とか、階段の踊り場。ここへ

周囲からずーっと避難しておるんです。４０

０人くらい来てましたわ。足の踏み場もな

かったですわ。その人たちに順番でね、２台

ですから、５０人が精一杯ですから、その人

たちに住吉に来てもうて、風呂入ってもらう

というね。合計１７回実施したんかな。４５

３名、利用していただきました。その時に、

女性部の炊き出し、寿湯に風呂の１時間前に

開けてもうて、風呂の入れたってくれと。銭

湯ね。そんで、総セン（総合福祉センター）

に言うて、大広間開けて、布団ちょっと貸し

てもうて、そこで寝てもうてくれと。という

ことで、ふれあい食事会の昼飯と晩飯を作っ

てもうて、帰ってもらうと。ほんで、お土産

に洗面器とか、タオルとか、石鹸とか、これ

みんな持って帰ってくれと、下着もね。とい

うようなことをしたんですわ。約１ヵ月

ちょっとね。それで、新聞にバーっと載りま

した。住吉人権文化センターでこんなとりく

みをしてるとね。当時西田館長がおったんや

けど、けえへんねや。会館に、出勤せえへん

ねん。電話かけてもね、出てこうへん。ほん

で、六甲の裏や、家がね。そしたら、被災し

とったんですわ。ところが、自分とこの家も

風呂いけとったから、「うちもあんたあ。風呂

の入浴サービスしてましたんやで」てね。「一

緒やなあ」いうてね、１週間後に来たときに、

あれしましたけども。そういうとりくみ。で、

あくる年、９６年の老人の新年会に何かした

いないうことで、この「てるおバンド」言う
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ね、阪井照男さんがたまたま、新年会きいへ

んねやども、老人会のね。アコーディオン

持ってきたんですわ。アコーディオン持って

参加しに。ちょうどええわ思ってね。ほんで、

「てるおさん、一曲歌いたいんやけども、え

え曲あるか？」「行こ、行こ」。「何歌えんな

あ？」カラオケの時間ね、今で言う、「何歌え

んなあ」言うさかいに、「何弾けんなあ」言う

たってん。そんだら、「かえり船や」って。そ

んなら「かえり船や」言うて（笑）。てるおさ

んと、それと奈良川秋雄さん、これ昔青空楽

団でドラム担当のドラマー。「おいらはドラ

マー」のドラマー。わたしと３人で「てるお

バンド」の発足をしたん。ほんで、壁向いて

練習してる時に、（漫才師の）暁照夫。あれが

ちょうど、その我々の前座で、「なんやここで

練習してまんのか？危ないな。我々も取られ

るかもわからんな」（笑）と言われたこともあ

りますわ。壁向かって練習ですわ。まあ、そ

んなんで、「いやあ、あんなんやったら、わた

しも応援したい」言うことで、礼子ねえ（宮

崎礼子さん）とか飯田百合子さんとかね、

踊ったりね。「あいやー」言うてくれたり、と

いうことで「いや、わしギター弾けんねん」

とか「わたし何々できんねん」というような、

「てるおバンド」が結成したという。ほんで、

入浴サービスしてるときに、食事作ってくれ

たメンバー中心に「ふれあい食事会」ができ

てきた、というね。 

・1998 年（47 才で支部長に） 

ほんで、１９９８年。４７才で支部長にな

りました。支部長になって、９７年の書記長

最後の時に、これから同和対策切れますから、

一般施策を活用した運動を展開せなあかんと

言うことで、法人をつくろうと。と言うこと

で、法人の提案を９７年の支部大会でして、

９９年の６月に社会福祉法人が設立したと言

うね。と言う流れですね。 

・1999 年もののけサミット＆盆おどり（セン

ター講座とサークル合同で） 

で、９９年の盆おどりの時に、その時もう

盆おどりへたっとったんですわ、やっぱりね。

ほんで、ここのセンターのサークルさんと一

緒になった、盆おどり大会せなあかんという

ことで、サマーカーニバル＆盆おどり言うね、

横文字嫌いですけどこらしゃーないですわな。

ほんで、サークルさん、ここでサークルして

いる人の発表の場と言うことで、これ１回目

ですから、もののけサミットっていう人に来

てもうて、舞台を組んで、そこで沖縄民謡と

かね、あんなんもやってもうて、それと盆踊

りもセットになったという。ぎょうさん来て

くれましたわ。ほんで、ちょっと前に戻りま

すけど、１９８６年の支部創立３０周年の時

に、京山幸枝若師匠、今のお父さんを呼んで、

これも金かかりましたけども、４００人ほど

踊りましたで。櫓の前、波打っとった、う

わーと。だから、あれが僕の盆おどりに関

わってきて、最高ですわな。あれに負けんよ

うにしてんねんけど、やっぱりあきまへんわ。

やっぱり（今は）ちゃう。なんや、メールや

なんかでわーっと宣伝してくれんのやろな？

それと、センター講座とサークルが合同で

やったと。 

④ 2000 年センター利用者友の会との連携（セ

ンターまつり・盆おどり） 

ほんで、２０００年。２０００年に人権文

化センターに名前が変わったと言うね。そん

なんで、今度は利用者友の会を結成して、月

１回の、ちゃうわ、年に何回か、総会と役員

会をしたというね。で、センターまつりと盆

おどりを、その友の会とで協議しながら進め

て行きました。 

・盆おどり保存会の再編（登録・講座企画・

練習・他地区との交流 など） 

まあ、盆おどり保存会の再編にもとりくみ

ました。 

・2006 年（55 才で町会長に） 

それと、２００６年に支部長を下りてです

ね。今度は町会長。これは、まあ、財団法人

住吉隣保館理事長の梶川国男さんが亡くなっ

てですね、その後、野村さんが理事長になる

んいうんやったら、町会長と自治会の会長誰

かしてもうてくれと、こういうお話が回って

きましてですね。まあまあ、まだ今現在やら

していただいています。いつになったら休憩

できるんかわかりませんけども。 

 

（３）出会った人たち 
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そんなんで、後まあ、出会った人たちと言

うことで、まだ時間あんのかな？ 

いろんな人おりますけども、わたしが書記

長、支部長という仕事をしながら、よそへ出

る、学校へ出る、区役所へ出る、連合に出る

というその、府連に出るとか、いうような地

区内におることはまあ言うたら、少なかった

いうことでね。そういう意味では、会館の職

員の仕事をほんまにやってきたから、だか

ら、仕事と運動をできる職場やというふうに

思うたら、ちょうど活きたんちゃうかなと思

います。 

① 住吉小西区長⇒生活保護コード（職員研修

と交流会）・被災者への表敬訪問 

吉田昭敏さんがたまたま区役所行って、あ

の、福祉のとこ見て、ぱっと壁見たら、住吉

と浅香の生活保護受けてる地図とかね、名前

が載ってあったと。これ、おかしいんとちゃ

うんかということを言うて、支部へ報告に来

てくれて、差別コードとちゃうかということ

で、当時小西区長に、まあ言うたら、糾弾ま

では行っておりませんけども、確認会して、

もうちょっと住吉区役所と、浅香と住吉の関

係を遠い中よりも、近い中で確認せなあかん

のとちがうんかと、いうことで、最初はま

あ、前田さんと話し合いしながら、解放大学

出身の区役所の職員ね、２人と、それとわた

しと前田さんと４人で一杯飲む会を持ったん

です。「もうちょっと広めていこか、これな

あ？お互いに両方いるやんか」ということ

で、仁杭会（にくいかい）の、まあ、始まり

ですわ。 

② センター利用者⇒選挙投票所の件で（体育

館～住宅集会所へ） 

まあ、そんなんで、それと、蔵田区長言う

てね、今の区長の三代目前かな？その人がな

んや言うたらね。体育館が、閉鎖やというこ

とで、今使てますけどね、閉鎖になった時に

投票所がもうできへんと言うね。投票はでき

へんから、どないしまんねんと。ここの第３

投票所、率高いです、投票率。いつも５５％

くらいかな？そんで、住小行くんやったら、

ものすごいひくなると。踏切超えて、うちの

老人が行くんはものすごいしんどいと。で、

選挙管理委員長と区長が来て、「すんません

けれども、住宅集会所を何とか、貸してもら

われへんか」ということを言われたんでね。

「よっしゃ、わかった。それやったら、いっ

ぺんうちの自治会に言うて、小学校に行くん

が良いんか、ここの住宅集会所を借りて投票

するんが良いんか」まあ、体育館の時はね、

夏暑いしね、冬寒いんですよ。ここやった

ら、夏は涼しいし、冬温いと言うね。ほん

で、従事者も、いわゆる関係者もね。で、選

挙に来る人もすぐわかると言うね。そういう

利点がありましたんで、その代わりタダでや

らんでええということで、金はちゃんともう

てんやけどね。そういうことで、使えるよう

になったと言うね。これが、区長との関係。

それと、センター利用者、今日来てますけど

も、池田さんとか鍵岡さん。鍵岡さんについ

てはもう、歴史講座のね、池田さんと一緒に

やってくれたし、あるいは、センター存続の

ためにね、人肌脱いでくれたと。太鼓ふれあ

いクラブの岡田さんもそうです。岡田さんい

ついてはね、太鼓作り講座の参加者、その当

時まあ、梶川田鶴子さんも一緒やったけど

ね。もう、１６年くらいになりまんのか？そ

れくらいやね？太鼓作り、太鼓を作って、作

っただけではあかんということで、これ鳴ら

さなあかんなあ言うことで、どない音すんね

ん？「そりゃ太鼓はドンや」「太鼓はピーい

わへんわ」（笑）鳴らすなかで、どっか発表

するところないかなというところで、今あっ

ちこっちの、すみ博のオープニングとかね、

住吉警察の春と秋の交通安全のオープニング

とかね。あっちこっちでもうけてまんねん

（笑）。そこまで名前がね、売れたという。

いわゆる素人集団ですから。そういう意味で

は、力量高めてるということですね。後、河

野さんとか鍋嶋さん、もともと住小のＰＴＡ

の人らですね。その人らが、銭太鼓とか、傘

踊りをね、ここで練習して、松江で大会ある

ねん、全国の。どじょうすくい大会かなんか

ね。そこへ行って、３位もうてきたとかね。

ほんで、「ここで練習できたおかげです」言

うてくれるから、俺らも応援せなしゃーない

な言うことで。そういう持ちつ持たれつの関

係で、この人権文化センター時代が終わった

ということです。 
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③ 小西校長⇒子ども１１０番・ＰＴＡ改革・

スリランカ支援・「劇」の発表 

辻本校長⇒室戸台風 

後まあ、続きは、えー、辻本、小西校長に

ついては、子ども１１０番、あるはＰＴＡ改

革、それとスリランカ支援ね。それと、辻本

校長先生については、室戸台風の慰霊祭とい

うふうに、色んなことで、えー、もっと他に

たくさんあるんやけども、ちょっと思いつ

く、まあ、言うたら出会った人は、まあ、こ

ういう人たちです。 

④ その他（地区内の運動で） 

 

（４）学んだこと 

① 人のつながりづくりは時間がかかる（ふだ 

んのあいさつ）＝見守り 

② 自分自身の変化（地区内から外へうって出 

る） 

③ いかなる事態が起ころうとも「その時どう 

動く（する）」 

後まあ、学んだことと最後は、後程また提

起させていただきまして、１９才から６０才

までの４１年間、非常にまあ、お世話になっ

たということとこれから、いつになったら死

ぬかわかりませんけれども、地域のため、い

わゆる外との関係ね。身体潰れるまで、頑張

りたいなというふうに思う今日この頃でござ

います。（会場笑）「もう、早よ終わったら

ええのに」言う声もなく（笑）、ありがとう

ございました。 

 

市民交流センターすみよし北の時代 

利用者友の会・太鼓ふれあいクラブ代表 

《岡田 彰》 

 

（１）はじめて、施設（住吉人権文化センタ 

ー）を利用したキッカケ！ 

みなさん、こんにちは。岡田と申します。

よろしくお願いします。あの、先ほど、川口

さん、小住さんからですね、今のレジュメの

内容を話していただきました。えー、私、住

吉区でないんで、市民交流センターの歴史に

ついてですね、まあ、わたし喋らなあかんと

ころあるんですけども。利用者友の会代表と

してですね、市民交流センター存続のために

ということで、後程お話させていただきます

けども、わたしここ、当時ですね、人権文化

センター時代なんですけれども、初めて来さ

せていただいたのが、今から１６年前になる

んですかね。その頃、わたし阿倍野区の阿倍

野筋で生まれまして、まあ、そこで今もずっ

とおるんですけども、今まあ松虫通りと言う

んですけども、そこでですね、サラリーマン

勤めしておりまして、そうですね、３０代か

ら４０代前半までは、地域のそういうところ

のメンバーで、まあ、バンバンやっとったん

ですけども、それと同時に学童の、小学生の

軟式野球のコーチ、監督を１０数年ほどやっ

ておりました。 

・第二の人生の過ごし方は・・・ 

それで、４０代の後半なってからですね、

今働いてる会社の上司がですね、退職、ま

あ、６０代で、病気で倒れてですね、まあ、

早死にしてるという上司もそこそこおりまし

たんで、これじゃ困るなと言うことで、なん

か６０過ぎたらボランティア活動できるよう

なものないかと言うことで、考えてたのがそ

うなんです。そこで、阿倍野ベルタの中に市

民学習センターというものがございますけど

も、そこで何かないかなっというものを見に

行ったんです。そこで、あの、マジックをや

ってまして、マジックを５年ほど習いまし

て、ちょっとボランティアで行ったこともあ

るんですけども、後はまあ、社交ダンスとを

やってたんです。 

・知人の紹介で・・・ 

知り合いの方に和太鼓の講習あるけど受け

へんか？と言うことで。わたしも、小学生時

代に、阿倍王子神社のですね、太鼓、まあ、

だんじりですね、だんじりで叩いてたいう経
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験あるんで、あー昔思い出してやってみたい

なあ、と言うことで、そしたら、どうしたら

いいの？と言うことで、「いやあ、ここへ申

込みしたらええよ」と言うことで、家内と一

緒にファックスで書かせていただきました。

そこでですね、まあ、後でわかった話なんで

すけども、応募者がものすごうたくさんいら

っしゃったということで。まあ、その当時は

ね、応募して通らんかったら、この場にいな

いし、太鼓するよりも、今みたいにボランテ

ィアで１年間１０何軒も行きますけども、ほ

とんど行けてないという。まあそれで、嫁さ

んと二人でファックスで二人の連名書いたん

で良かったかな？どっちか、片っぽ落とすこ

とせえへんやろなあ？と言うことで、まあ、

それが良かったんかなというふうに思ってお

ります。それが最初ですね。それが、人権文

化センターと言うことで、入りました。で、

そこで、あの、中高年向けの太鼓講座と言う

ことで、１月から３月まで講座受けまして、

そんで、今日まあ（いらっしゃっている）、

梶川田鶴子さん、初代の太鼓ふれあいクラブ

の代表であります、梶川さんと一緒にです

ね、色々練習させていただきました。そし

て、講習終了後ですね、太鼓ふれあいクラブ

なんかにも入らせていただきまして、演奏さ

せて頂いています。 

 

（２）交流センター職員とのコミュニケーシ

ョン 

まあ、経緯としたら、そういう経緯なんで

すけども、交流センター職員とのコミュニケ

ーションというて書かせて頂いておりますけ

ども、これは非常に大事。というのはね、梶

川さんが代表して頂いていた時は、わたしは

ただ太鼓叩くという形でしておりました。た

だ、代表がですね、健康上の問題で交代した

という時からですね。今まで、おんぶにだっ

こということで代表に世話になっていた分が

ですね、こっちでやらなきゃならんと言うこ

とで、交流センターさんとの、職員さんとの

コミュニケーションがはじまりました。 

・各サークルに関する問い合わせ等のスムー

ズな対応・・・ 

・ボランティア活動への案内・紹介等・・・ 

そして、先ほど小住さんに紹介いただきま

したけども、「ボランティア活動でここに

行ったってくれ」「はい、わかりました」と

いうことで、一つ返事でいかせていただきま

した。で、その時にですね、一番最初に行か

せて頂いたんが、西長居公園でＮＰＯ法人の

「元気ネット」の主催ですかね？「元気祭

り」というのがございます。で、そこで最初

叩かせていただきまして。以後、去年も、毎

年行かせて頂いて、もう１５年ほどになりま

すけど・・・やっております。で、それもあ

の、いつもオープニングでね、叩かせて頂い

ています。最初、何年目かな？２年目か３年

目くらいの時にですね、１０時がオープニン

グなんですけども、ちょっと９時過ぎに行っ

て練習でも、音合わせしよかということで叩

いたんが、これまたね、ご近所からクレーム

来まして（苦笑）、で、警察がすぐに飛んで

きまして、「太鼓、叩くな」ということで、

「時間まで待て」いうことで、「はい、わか

りました」ということで、やったんも覚えて

います。まあ、確かに太鼓の音は腹に染みて

良いんですけども、まあ、聴く人によっては

ね、不快感がいうんもありますんで。それ以

後、きちっと主催者側とお話させていただい

て何時からということでね、させていただい

ています。 

 

（３）講座の受講と講座の企画 

・センター主催の講座に多く受講して・・・ 

それと後、センターの主催のですね、講座

もたくさん受けさせていただきました。ほん

まに、あの、勉強なります。「民謡教室」と

いうんがありました。萩原先生です。あの、

わたしも太鼓だけじゃあですね、ちょっと物

足りんと言うことで、そういうなことで、民

謡の方も受けさせていただきましたし、踊り

の方もですね、今日、野村先生来ておられな

いですけども、「全国民踊の旅（講座名）」

ですかね？北海道から沖縄までの踊りをです

ね、教えていただきました。で、先生にお願

いして、沖縄の「アサドヤユンタ」っていう

踊りをですね、是非とも使わせてほしいとい

うことで、それを許可を頂いて使わせ頂い

て、今、老人ホームとかにボランティア行っ
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た時に、三線弾いてですね、そういう形で踊

ってもらってるというふうな形で、講座を受

けるとやはり良いものが身に付くというもん

は良くわかりました。まあ、数多く受けると

いうふうな形にしました。 

・一日和太鼓体験講座等企画して・・・ 

それと、今度は逆に自分らが得た技術をで

すね、また一般の方に覚えていただきたいと

いうことで、和太鼓の一日体験、それから親

子体験、それから、４０歳以上の方を対象と

した和太鼓講座、それと今、子ども和太鼓教

室ということで、３年生から６年生。これは

ですね、もう６年になるんですかね？で、受

けた方でもう高校１年になってる方もいらっ

しゃいます。で、中学に入ってですね、どう

言うんですかね、ホールにて太鼓叩いてはる

ん見て、「叩きたいんか？」聞いたら、「叩

きたい」言うてね。帰ってくる子もいまし

た。それとあと、篠笛の講座と、三線作りで

すか、三線作っていただいて、それを演奏す

るということも、その他講座をやらしていた

だきました。まあ、色んなことを覚えてです

ね、それを演奏して、みなさんが楽しんでい

ただけるような最後にしたいなと言うこと

で、考えてやってきました。 

 

（４）各イベント・ボランティア活動 

・住吉地域のイベント・ボランティア活動に

数多く参加・・・ 

それと、次ですね、今言いましたボランテ

ィア活動。まあ、数多く行かしていただいて

おります。で、そんなかで先ほど小住さんか

ら話していただきました住吉警察ね。これ

は、住吉市民センター、名前変更されてか

ら、３回ほど行かしていただきました。交通

安全課が２回と防犯課１回。で、防犯課行っ

た時ですけども、屋上で出陣式ということ

で、おもっきり太鼓を叩くんですけども、叩

かしていただいて、叩いた後、警察官の刑事

さんとかですね、模擬の犯人役と警察官役、

そういうのをやられるんですけども、それを

ですね、わたしも演奏終わって、はたで見て

たんですけども、まあ、凄かったですよ。本

気になってね、犯人役も本気になって、そん

で警察官役も本気になってね。というのは、

地域の役員さんも皆来られてるし。どないい

った演技するかなと見てたら、ほんまに、犯

人役と警察が皆、サスマタ持ってやっていま

したし。ほんだら今度、警察官、刑事役の人

が犯人をですね、ぶん投げるんですよね。ほ

んと、わたし座ってる目の前で、ドスーンと

いうね。あのコンクリートんとこで当たって

ね。「痛あ！」っておっきな声で（笑）。

「ほんまに大丈夫かいな」って「これやった

ら、もうちょっと加減してやれや」ってね。

でも演習やねんないうことで、それだけね、

警察も真剣そのもので、まあ、そういうこと

やってるということを身に感じましたね。 

・なぜ、和太鼓フェスタが廃止に・・・ 

それと、ここにちょっとチラシ、古いチラ

シ持ってまして、「和太鼓フェスタ」という

ことで、大阪府主催の、これ（チラシを見せ

る）２００２年なんです、梶川さんも一緒に

行っていただきましたけども。これは、「地

域で活躍する和太鼓グループが服部緑地野外

音楽堂に集い、ほとばしる情熱と気迫を込め

て響かせる和太鼓の公演」ということで、こ

れは大阪府のアマチュア団体が出れるんで

す。で、あと終わってから、プロ。でも全て

が出られるんではない、１０団体ですんで、

当初申込み２５団体、３０団体あるんです

ね。それ抽選会いうことで、緑地公園の控室

でね、宝くじじゃないですけども、抽選する

んですね。ほんでハズれたら、「はい、帰っ

てください」。１０チームだけしか出られな

いんですよ。で、これはね、かなり和太鼓の

卓越した有名な人なんですけども、これを

ね、梶川さんが一番先に打たせてくれという

ことで、ここに「太鼓ふれあいクラブ」、一

番最初。なんでかわかります？「わたしらま

だ経験浅いから、後ろの人経験豊富だから、

一番先出たほうが得や」（笑）いうふうな形

でね。で、ここでね。豊中和太鼓クラブとか

ね、吹田ろうあ太鼓とか、という風な色んな

団体さんが参加してですよ。で、それがあり

まして、これは２００２年当時の、あの日曜

日、土曜日のリハーサルの時に、写真撮らし

てもらいました。記念にね。それで、何が言

いたいか言いますとね、これ２００７年。２

００７年まではこういう活動してきてたんで
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す。で、２００８年。「あっ、今年も募集す

るんやろうな」って事で、大阪府が主催なん

ですけども、ホームページ見ますとね、その

２００８年が載ってないんですよ。おかしい

なと思ってたら、２００８年の２月に知事選

挙あって、新しい知事が誕生しました。誰か

わかりますね？橋下知事。その結果「和太鼓

フェスタ」が廃止ですわ。もう一発で、なく

なっていった。この大阪府からみんなが集ま

る和太鼓もなくなりました。その時に、まさ

か大阪府知事になると思わへんかったけど

も。まあ、今考えてみたら、後でお話します

けども、えらいことなってもうてます。ま

あ、そういう事で、橋下知事がこういうこと

で、何でも廃止するんやと、やったいうこと

だけね、ちょっとお知らせしたいと思いまし

た。 

 

（５）マスコミの取材（人権文化センター

時） 

・日本経済新聞夕刊に掲載・・・ 

それと、マスコミからの取材ということ

で、２００４年６月です。ここで、人権文化

センターで、我々練習してた時の写真を撮っ

ていただきまして、ほんで新聞に掲載して。

で、中高年の和太鼓が住吉人権文化センター

で、こういう活動してますよ、というのを日

本経済新聞の夕刊に掲載してもらいました。

ですから、この時は和太鼓もちょっと人気あ

ったんかもしれませんけど。でも、これで

ね、話題にしていただけるということは、誰

かがこれ、ここでやってるよと発信しない

と、わざわざ文化センターまで取材には来ま

せんよね。まあ、小住さんが発信してくれて

たら、ちょっとあれなんですけども。 

・ＮＨＫ大阪ラジオ局インタビュー放送 

それともう一つ。その後３ヵ月先に、ＮＨ

Ｋ大阪が取材に来まして、ラジオで流したい

ということで、来てくれました。（取材時の

ラジオ放送の録音を流す）それ以降ですね、

今まで協力してバージョンアップさせていた

だいて、練習させていただいております。こ

の交流センターもですね、後練習２回で終え

ることになります。新しい活動場所は、今週

お話させていただくんですけども、それを持

って、新しい場所で練習するというふうなこ

とになります。 

 

（６）なくさんといて市民交流センター 

・府・市会議員・区長への陳情等・・・ 

それと、次ですけども。「なくさんといて

市民交流センター」ということで、これは、

友永理事長含めてですね、市会議員、それか

ら区長さんにですね、陳情等を何回か行かせ

ていただきました。で、お話もさせていただ

きましたけども、話は聞いていただけるけど

も、これについての回答はいただけないとい

うことでしたんでね。自民党の議員団もここ

に来られた時も一緒に入らしていただいて、

話したりしたんですけども、まあ結果はこの

通りなりましたんでね。非常に残念だと思っ

ております。 

・市民交流センター１０館の集会及び大阪市

への抗議集会・・・ 

それから、市民交流センター１０館の集会

と大阪市のですね、中之島公会堂で抗議集

会。それと、大阪市との交渉等も入らしてい

ただいて、やらせてもらった経緯もあります

けども、これももう、お話することもありま

せん。まあ、こういう結果になればですね、

一生懸命やっていただいた利用者の皆さん含

めて、こういう結果になったんですけども。

まあ、あとはですね。新しく、すみよし隣保

館 寿の方で利用させていただくということも

ありますんでね。そちらの方で利用者友の

会、頑張って行きたいなと考えております。 

 

（７）利用者友の会 今後の課題と反省… 

それと、もう時間なんですけども。利用者

友の会のですね、今後の課題と反省というこ

とで、センターの方の利用者がですね、１０

０以上のサークルさんが利用していたんです

けども、今ですね、利用者友の会は６７サー

クルですかね。で、今回新センターの方でで

すね、登録してるんは、今なんぼですか？

今、確認しましたら３０から４０の間なんで

すよね。３分の１に減ってるんですよ。で

も、部屋はまだ空いてるんでね。空いてると

こにまた、利用していただいたサークルさん

が入っていただけるように当然新センターの

職員さん含めてお話して、誘導していってほ
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しいなというんがありますんでね。せっかく

立派なセンターが出来てますんで、稼働率を

ですね、利用率をせめて８０％、９０％に向

けてね、利用していただきたいなと思いま

す。で、わたしたちもサークルとしても、こ

のね、一般公開じゃないですけど、見させて

いただきました。交流スペースを利用できる

ということで、あそこも見てましたら、良い

スペースで、扉も外へ空きますし、あそこで

ランチタイムミュージックでも、ライブでも

やりゃええなと（笑）。その時ですね、太鼓

も叩かれへんけども、三線とかですね、篠笛

吹いてですね、通りすがりの人が、聴いてい

ただいて「あっ、こういうことできるんや」

と言うことでね、利用していただきたいなと

いうふうに思いますんで。それを、新センタ

ーさんの方もまた考えていただいて、またわ

たしもお話しますけども、そういった形でや

りたいなというふうに思います。 

 

（８）太鼓ふれあいクラブ活動でのエピソー

ド等 

・あるレストラン内で演奏中に・・・ 

・いまだに忘れられない太鼓演奏・・・ 

で、かなり時間おしてきました。あと、す

いません。えっと、あとの「太鼓ふれあいク

ラブ」活動でのエピソードというのは、後程

ちょっとお話します。もう、時間おしてきま

したんで。つたない話でしたけども、ありが

とうございました。 

 

住吉隣保事業推進センター（新センター）の

概要とセンターを活用してとりくみたいこと 

《友永 健吾》 

 

みなさん、もうちょっとお疲れかもしれま

せんが、もう少しお付き合いいただければあ

りがたいと思います。僕が「話をしてほし

い」というふうに頼まれたのは、今度のセン

ターですね。住吉隣保事業推進センター、愛

称、住吉隣保館寿が、どんな建物なのか、ど

んな機能を持ったセンターなのかということ

とそのセンターをどう活用していきたいんか

というところを話してくれということですん

で、１５分ほどでまとめれたらと思っていま

す。これまでのパネラーのみなさんと違うと

ころは、みなさんの話はこれまでの歴史、積

み重ねてきた、培ってきた歴史の部分なんで

す。ここはみなさんすごく共感されるところ

がありますね。「あっ、このとりくみ参加し

た！」とか、「あー、こんなことあったな」

っていうね。こういう歴史の振り返りやった

と思うんです。これはこれでもちろん僕は大

事なことやと思うんです。ただ、僕が今から

喋るのはまだない未来の話、今の話なんです

よ。だから、あの、どうなって行くかまだ蓋

開けなわかれへんという部分もあります。な

ので、こうなってほしいなあ、して行きたい

なあというわたしの想いもかなり含まれてい

ます（笑）。もし、このあと意見交換の時に

みなさんから「こんな使いかたやったらどう

かな」「わたしらこんなんできるで」ってい

う意見、大募集ですんでね。ぜひお願いした

いと思います。ではちょっと、僕のレジュメ

をご覧いただいて、またそれに合わせて、前

にスライドも出しながら話をしたいと思いま

す。 

 

（１）新センターの概要 ～どんなセンター

なのか～ 

① 民設置、民運営 

まず、この市民交流センターが３月３１日

に閉館を迎えますが、新センターは一体どん

なセンターなのかというところから話をしま

す。一つ大きな特徴は民設置、民運営のセン

ターなんやということなんですね。民設置、

民運営のセンターってどういうこっちゃって

いうことなんですけれども、つまり、自分ら

で建てて、自分らでお金稼いで、自分らで運

営していくんやということなんですよ。今ま

でと大きな違いは、あの、これはね、住吉は

独特で、１９６０年の住吉隣保館の時からそ

うやったんですけれども、公設置、民運営

やったんですね。公から、大阪市やったら大

阪市から事業費をもらって、建てんのも大阪

市のお金で建てて、回していくのは地元の人

間が中心になってやってきた。今度のセン

ターは一つ違う。今回違うのは、建てるのも、

事業するのも、お金を稼ぐのも自分たちでや

らなあかん、ということなんですね。これが、

「民設置、民運営」です。 
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②「６つの原則」と「５つのつながり」をコ

ンセプトに設計 

「６つの原則」と「５つのつながり」。こ

れをね、コンセプト（理念）に設計されたセ

ンターなんですよ。今日は、設計していただ

いた小河建築設計事務所からも、ご参加いた

だいてますけれども、何度も小河建築設計事

務所さんとも議論を重ねながらやってきまし

た。その中で、まず大事にしていきたいと思

ったのは「６つの原則」です。小河建築さん

にも、この住吉のまちづくりについて学習を

していただいて、その中で「６つの原則」に

ついても学んでいただきました。そして、こ

の「６つの原則」をベースに計画を進めてい

きましょうということになりました。みなさ

んご存じかも知れませんけども、もう一回

「６つの原則」振り返りたいと思います。 

 

【６つの原則】 

① 我われが永住するまちづくり 

② すべての地域住民を対象とするまちづくり 

③ 人間のつながりを大切にするまちづくり 

④ 住民の健康を守るまちづくり 

⑤ 子ども・高齢者・障がい者がのびのびと生

活できるまちづくり 

⑥ 近隣住民に開かれたまちづくり 

この「６つの原則」を大切にしながら計画

を進めてきました。で、それに追加して次の

新センターでは「５つのつながり」というの

を、これも設計のコンセプトにして建築を進

めてきたんです。 

 

【５つのつながり】 

この「５つのつながり」、どういうつながり

かと言いますと、 

「人のつながり」 地域の人々が使いやす

く、親しみやすい建築 

一つは「人のつながり」。これ「６つの原

則」と被るところもありますけどね、地域の

人々が使いやすく、親しみやすい建築、そん

な建築をめざしたと。 

「世代のつながり」 

次が「世代のつながり」。人と人が交流で

き、心が通い合うことのできる建築と書いて

ますけども、「世代のつながり」というの

は、子どもから高齢者まで誰もが利用しやす

い建築です。 

「地域のつながり」 

次に「地域のつながり」。地域っていうんは

ね。今までうちらこの小さな、住吉という同

和地区を一つのエリアで考えてきたまちづく

りやったんですけど、これからはこういう

「地域」という枠をね、やっぱり超えてい

く、超えていくまちづくりを進めていかなあ

かんと。現在もちょっとずつは進んでるんで

すよ。でもこれからはさらにその部分をね、

拡げていかなあかんということですね。 

「健康のつながり」 

健康面でのね、「健康のつながり」。地域の

住民が、利用者のみなさんが健康や活力・生

きがいなんかをみつけられるような建物にし

ていきたいと。 

「歴史のつながり」 

最後が「歴史のつながり」。今日も歴史の話

を聞かせてもらいました。歴史を継承できる

ような建築にしていきたいということ。この

「５つのつながり」から、新しい価値観、ち

ょっと難しい言葉やけど、価値観とか新しい

カタチを生み出していくような、何か新しい

もんを生み出していくようなセンターにして

いきたいと、そういう想いを持って建てられ

た今回センターなんですね。 

③先人が残した財産と多くの人の熱意によっ

て建ったセンター 

「忘れてはならない自主解放」の精神 

もう一つの特徴としては「先人が残した財

産と多くの人の熱意によって建ったセンタ

ー」ということなんです。財産というのは、

一つは、お金ももちろん先人は残してくれま

した。だから、建てられました。で、もう一
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つは精神だと思います。「忘れたらあかん。

自分たちでやっていくんやで。自分たちで解

放していくんやで」という部分のこの精神

と、この二つをね、先人たちは残してくれた

と思います。 

個人・団体から 118,318,947 円の建設寄付 

それから、もう一つは今のみなさんです。３

月１８日時点で、９９人、６９の団体から１

１８，３１８，９４７円もの、多額のご寄付

をいただいています。その中には人権協会と

か支部とか団体で大口の寄付もありますよ。

せやけれども、個人の中でも、多い少ないじ

ゃなくて、こんだけの気持ちがね、詰まって

るということを僕たちは、このセンターのこ

とを支えてくれている、愛してくれている人

たちがいるんだという想いをね、持って、こ

のセンターを運営していかなあかんというふ

うに思ってます。 

④概要（部屋、機能など） 

このセンター、もう建って、ご覧になられ

た方もおられると思いますが、一体どんなセ

ンターなのかというのをね、ちょっとスライ

ド見ながら説明したいと思います。 

スライド①外観 

これは外観ですね。住吉東駅から難波方面

から降りてきて、一番後ろから降りたら、も

うすぐです。そっちにホームあったら良いの

になって、僕はいつも思うんですけれども

（笑）。残念ながら今の時点ではございませ

ん。もし、もっともっと活性化してきて、あ

のセンター利用する人が多くなってきたら、

南海に言ったら作ってくれるかなあという淡

い夢を抱きつつ（笑）、そんなんなったら良

いなと思っています。これが外観ですけれど

も、ちょっとこれは４月の開所式の時に配る

冊子の中からやから、ちょっと見づらいかも

知れません。すいません。パワーポイントと

かにして、ポーンと見たいところ映し出せれ

ば良かったんですが、このへんから行きまし

ょうかね。 

スライド②平面図 

平面図です、これは。１階の部分がこれで

す。１階はね、みなさんから見られて左側が

線路側。線路側とね、あと南側に出入り口が

あります。まあ、普段は線路側から入ってい

くことになるんですが、南側もウッドデッキ

ができてましてね。ちょっと棒使いながらの

方がわかりやすいですね。こっちが線路側で

すわ。自動ドアがあって入ってくると。もう

一つは、ちょっと足腰が弱い方とかが「ちょ

っとこっち、なかなか回りにくいねん」とか

いう時でここが使ってない時やったら、こっ

ちからも入口にできたりとかもします。入っ

てすぐがエントランスホール。すぐ右が財団

の事務所。もうちょっと奥まで行ったら近隣

交流スペースがあります。普段はエントラン

スホールと近隣交流スペースでみんなでくつ

ろいでもらおうと考えています。近隣交流ス

ペースには、家庭用よりちょっと大きめのキ

ッチンが付いています。ここを活用してね、

ここもオープンテラスみたいになりますか

ら、天気の良い日なんかは「ちょっと南海電

車でも見ながら、お茶でも飲もかいな」とい

う、そんな場所になっています。のんきなこ

とも大事やと、僕は思っています（笑）。突

き当り、左が各団体の事務所、支部、自治

会、老人会が入ります。突き当たって右側が

住吉区の北地域包括支援センターさん、これ

ライフサポート協会がやってるとこね。福祉

の、まあ言うたら、ワンストップ相談所みた

いなとこですわ。福祉のことやったら「とに

かく何でも相談受けまっせ」というようなと

こです。各団体の事務所の中には応接室と

か、作業室、これコピー取るとこですね、倉

庫なんかがあります。ここには相談室があり

ます。多目的便所というのは広い便所なんで

すわ。便座は大人用と子ども用があります。

それからオストメイトという人工肛門を洗浄

するものが備え付けられてます。それから多

目的シートという赤ちゃんのおむつ交換から

高齢者の人、ちょっと気分悪なったとか、し

んどなったという時に横になってもらえるよ

うなシートも設置しています。あとは男子便

所、女子便所、これが１階です。 

だいぶ丁寧にいったからちょっと時間がな

くなりそうですね。２階は訪問看護ステーシ

ョンと居宅介護事業所ですね。これは２階ワ

ンフロアですわ。訪看さん、自転車乗って

ね、この辺走りまくっていただいてますね。

ケアプランを作る事業所も一緒にセットにな
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ってます。３階がどないなってるかっていう

と、主に貸し室がメインです。大会議室とい

う部屋、これは今みなさんがおられる部屋よ

りも、一回りくらい大きな部屋です。それと

小会議室。これはフローリング床、ここは下

から上までの大きな鏡が張ってあって、音漏

れがかなり少ない部屋になっています。その

小会議室の向かいが図書資料室になってま

す。今何冊やったかな？８００冊ほどかな？

市民交流センターすみよし北の２階には３０

００冊くらい本がある図書があります。その

中でボランティアさんが「これはもう持って

いきたいねんけど、辛抱しよ」ってなこと

で、選び抜いてくれた本がここに来ます。残

念ながら全部は持っていけへんねやけども

ね。それとここは移動書架があります。狭い

スペースですから、今までずっと大切にして

た資料なんかがありますから、ここに移動式

の本棚を入れました。そのことで、大体ここ

だけで１万冊くらいの本が入れられるそうで

す。ここは倉庫です。「なんでこんな大きい

ねん！」と思うかも知れませんが、いるんで

すね。これでも狭いくらいです。もう今、向

うに詰めてますけれどもね。民具であったり

とか、それから盆踊り保存会の太鼓とか衣装

であったりとか、これまで作った資料であっ

たりとか入れたらね、もう一室くらいほしい

くらいです。これね、作っといて良かったと

思います。なんで作れたかいうたら、矢田地

区さんとか加島地区さんとか、いくつか見学

せてもらったからです。京都の亀岡にもね、

新しいセンターがあるんで見学せてもらいま

した。その中でヒントを得て作ったんです

ね。あとは屋上があります。屋上も４月１日

の開所式の時には見ていただけたら良いかな

と思ってますけども、まだ屋上の使い方は決

められていませんけどもね。こういうところ

で、活動をしていきたいと思っています。こ

れが概要ですね。 

 

（２）センターを活用してとりくみたいこと 

① 相談機能（公益財団・福祉法人・医療法

人・自治会など） 

このセンターを活用して何がしたいんか

と、何をしていくんかということがレジュメ

の下に書いてます。一つはね、相談機能。今

もありますよ。今もうちの地域では、毎月１

回は福祉とか、教育とか、就労とか、そうい

う会議やってますけどね。今後はこの相談機

能がより充実していくんちゃうかなというふ

うに思ってます。なぜならば、公益財団、社

会福祉法人、医療法人、それから自治会、支

部が入ってます。このへんの機能がね、相談

の要となる事務所がここに結集してくる。一

つに集まってくる。すごく大きなことだと思

いますね。日常的に情報交換とか、対応が充

実していくんじゃないかというふうに、また

させたいなというふうに思っています。 

②自立支援（識字・べんきょう会など） 

それから、自立支援。識字とかね、最後の

最後まで決まれへんかってんけど、ようやく

新しいセンターで、できるということになり

ました。例えば、高齢者の方、非識字者の

方、それからね、今、若い方もね、字の読み

書き、なかなか苦手な方もいます。それから、

中学生や小学生を対象にした、べんきょう会

（自主学習支援）とかもやっていきます。え

ー、自立支援の場ですね。 

③居場所・出番づくり→人づくり→まちづく

り 

それから「居場所・出番づくり」って書き

ました。いろんな年齢層やいろんなグループ

にとっての居場所・活動場所。それから出番

づくり。例えば、今回９月くらいから「子ど

も食堂」などの活動もしていきたい。地域の

中で、子どもたちが一緒にご飯食べれるよう

な場所、こんなん作ったらどうやみたいなこ

とを考えてます。そういったとこに、例えば

「ちょっとボランティアとして関わってくれ

る人おれへんか？」とかね、そういう人たち

がまた「ありがとうな」と言われるような

「出番」を作っていきたい。居場所と出番を

作っていきたい。それをすることでね、人が

育つし、町が育つと思ってます。 

④人権教育・人権啓発 

以上のとりくみを通して人権が尊重され誰

もが自分らしく暮らせるまちづくり、貧困に

立ち向かうひとりぼっちのないまちづくり 

最後は「人権教育・人権啓発」の拠点にも

していかなあかんと思っています。僕は今、
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住吉・住之江同和人権教育推進協議会の事務

局長をさせてもらっています。今、市民交流

センターで、小学生、中学生に対して部落問

題学習を学校と一緒に取り組んでいます。ま

た新センターでも伝えていきたい。今は、学

校が（部落問題を）教えるふうになってんね

んけれども、地元でも、もう少し伝えていけ

るような工夫をしていければなというふうに

思っています。 

以上のようなとりくみを通して、わかりや

すいかなと思って書いたのが、「人権が尊重

され誰もが自分らしく暮らしていけるまちづ

くり」と、もう一つは今「貧困」という言葉

が良く聞かれるようになりましたが、「貧困

に立ち向かう、ひとりぼっちのないまちづく

り」です。わたしたちは、この新しいセンタ

ーを活用して、そんなまちづくりをめざして

いかなあかん。そして、それができる素地と

いうか資源というか、そういったものは実は

この「住吉」という地には備わってると思う

んです。その備わっているものをどない使っ

たらええかという工夫がちょっと必要なんじ

ゃないかなと思うんです。だから、ここはみ

なさんと一緒に考えていきたいな、やってい

きたいなと思います。 

 

（３）最後に 

「新しい発想で！」～行政責任を一旦横に置

いて、自分たちでできることから～ 

「敷居は低く、志は高く」～いつまでも暖か

く迎え入れる場所～ 

最後のとこは、最後に話をしたいと思いま

す。以上です。ありがとうございました。 

 

 

意見交流 
 

梶川（田）：一番最初に隣保館できた時、青年会

館から隣保館できた時や、その時は誰でも行け

る。人見たらわかるやん。女性部とか、子どもと

か、教育やってる。教育言うたら先生と、中学の

先生と親が話し合いする場所やから、たくさんの

人いてたわけや。それと、もう一つ聞きたいん

は、青年の行く場所がどこにあるんかいうこと。

これからの子どもは老人もそうやけど。３階に広

いとこあるって言うてた、そこでも行けるけど

も、老人とか子ども、女性とかのな、行くとこが

どこにあるんかということをな、教えてほしい。

一階の事務所の前に今でも、椅子置いてあるや

ん？そんなん置いてもうたら、そこに座ってや、

色んなその日常の話、だれが、まあこんなん言う

たら厳悪いけど、老人会行けば、「誰それさん具

合悪いで」、そんなんも聞けるし。その入ったと

こに、ちょっと広い感じするけども、できたら今

みたいに、椅子置いてちょっと一服するようなと

こを作ってほしいし。ほんで、もう一つは、これ

からの支部は、青年を一人でも多く育てていかな

あかんやん。これを中心にやってほしいと思いま

す。もう一つは、岡田さんの言うてた最初の時、

太鼓作りから始めて、岡田さんも入ってもらっ

て、わたしも最初は孫に教えよう思って習いはじ

めた。岡田さんが言うてる長年ここでホールを借

りてやってたっていうのも、年々料金も上がって

くるし、最初の頃は安かったけど、名前変わるご

とに値段も上がってくるわけや。そやから、それ

もしんどいことやし。ほんで、一番大事なこと

は、これからの和太鼓。ここまで１６年やってき

てもらえたけど、これからの練習する場所がどう

なるんか。行き場所を探したってほしいなって思

います。 

 

濱田：自前の会館ということで、今まで、例えば

ここの市民交流センターだったら、大阪市の条例

で料金とか全部決まってたと思うんですね。とこ

ろが、自前の会館ということなので、自分たちで

自発的に決めていく、基本的にはですね。決めて

いくもんやというふうに思うわけです。さっき岡

田さんの方からお話ちょっとあったんですけど

ね。利用されているサークルさんが、随分少ない

って。今の現状から見ると、少なくなっていると

いう話もあったので。もっともっと利用率が上が

ればね。逆に言うと値下げする可能性もあるのか

という気もちょっとするんですね。利用が少なか

ったら、逆に値上げせんともたんということも起

こってくるわけなんですね。だから、例えば、オ

ープンの時にですよ、これスーパーのオープンや

と考えたらね、「最初の１ヵ月間は半額キャンペ

ーンいっぺん使うてみてください」ぐらいの勢い

で。なんかもっと利用拡大するようなことを思い

切って、条例施設じゃないので逆にそこは自由が

利くんであれば、もっと柔軟に、もっと広い範囲

からも利用してもらえるような、駅前のすごい便
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利なとこにあるんでね、電車乗ってでも来てもら

えるような施設にしていかないと、やっとスター

トしたは、しばらく経ってまた値上げせなもちま

へんということでは、ちょっと具合悪かなと。だ

から、やっぱり稼働率をどんどん上げれるよう

な、そういう意味での雰囲気を盛り上げてもらっ

たらどうかなというふうに思います。 

 

大川：先ほど写真とか色々ありまして、歴史の中

でね、思うことあるんですけどね。何枚かわたし

も出てました（笑）。で、そこにおられる３人、

同級生２人と１年先輩ですけども。まあ、新しい

センターに期待するというのは、今までの歴史を

踏まえてと、いうことやと思います。「民設置・

民運営」と言うことで、自分らの力をやっぱりこ

う結集していくべきやなというふうに考えまし

た。１６日に引っ越ししまして、引っ越しの荷物

運んだり、そういうことも含めてですね、それぞ

れやっていかなあかんなということが一つです

ね。もう一つは、やっぱし、梶川さん言いました

けどね、青年という話ありました。若い層をね、

気持ちはまだまだ若いんやけども（笑）、やっぱ

しこう新しい青年というんかね、教育いうんか

ね。我々の時代もね、１９から２３くらいまで青

年部長やったりとかね、関わった経験からする

と、やっぱり自分らの仕事はね、自分らで見つけ

ていこうという精神は持ってたように思います。

それをバックアップしてたんでね、運動やってい

る中でね。ある意味、教師になりたい、保育士な

りたいということで旧会館でね、勉強会したりと

か、いうふうにありました。わたしも１８才にな

って「何しょうかなあ。大学行くにも、勉強はあ

かんしなあ、どうしよかな」と思ったら、ちょう

ど書記長の藤本時春さんが、「大阪市どや？受け

たらどや」ということでね、ちょっとは勉強しま

したね。ちょうど藤本健三さんと受けて、たまた

まわたしが通って、矢田南中学の事務職行きまし

たけども。健三さんは隣保館に行ったんですね。

僕は、どっちかというと隣保館の方憧れてたんで

すけども（笑）。ある意味、先ほど小住さんから

ありました、「仕事と運動ができるという、これ

は有難いな」ということ言うてましたけども。わ

たし外で働いたという視点からするとね、また違

う意味で、運動に関われたんじゃないかなという

ふうに思います。まあ、そういう意味ではね。６

５、同じ歳、小住さん、前田さん、一緒ですけど

も、これからはね、やっぱり返していかないか

ん、というふうに考えています。まあ、そういう

意味ではね、新しいセンター、支部、支部長ね、

今非常にしんどい時代やと思います。わたし小学

校の時に「おかん、どこ行くんな」言うたら「会

館やあ！」言うてね。行ってましたけども。あれ

みんなボランティアですわな。そういう先人はみ

んなね、身銭切ってやるのが当たり前やと。人が

ね、そこで働いて、なんでも頼んでもらういうん

はね、まあ、今まで運動大きくなってきましたけ

ども。もともとはもうみんなそれぞれね、自分の

身銭を切って頑張ってきたと。そういうの、わた

しら目にして見てますから、「そんなん、元に戻

ったらええがな。一からやったらええがな」とい

う気性でおりますけどね。そういう気持ちをね、

これからやっぱし、活かしていかないかんなとい

うとこに、若い人がね。そういう歴史をね、知ら

んわけですから、ね。そういう意味では、そうい

う人材を育てて行きたいなと。これからも、まあ

中心になる人を育てなあかんというようなこと

が、大事かなというふうに思います。 

 

住田：あらためて、みなさんの話をとても興味深

く聞かせていただきました。わたしも、住吉に初

めて足を踏み入れてからはもう４５年くらいなん

ですけれども、住むようになって、もう４３年。

ですから、すごくお話が自分の住吉での歩みを振

り返るような気持ちで、興味深く聞かせていただ

きました。ありがとうございます。一つこれは、

お願いって言ったらおかしいかもしれないけど、

「文化の伝統」というところで、岡田さんのね、

その太鼓。ここでやっぱり結成して、全国で活躍

なさってる。本当に素晴らしいことだと思いま

す。そして、識字教室も色んなね、識字の方を

ね、たくさんこう生んで本を出す、そういうふう

に識字、部落の伝統的な識字も、やっぱり識字教

室っていうこと長く続けてきたので、色々な人材

を生んできて、本当に誇れる文化だなと思ってい

ます。わたし、前から小住光さんにお願いをして

いるんですけども。光さん、あんまりたくさんい

ないかもしれないけども、「すみよしのシマ弁」

っていうの。「シマ弁」。それはね、もうわたし

の友達でアメリカのカリフォルニア大学の大学院

で言語学を勉強している友達にその話をちょっと

したら、もう彼女は夢中になって「そんな人！え

っ！」って言って、わざわざ一時帰国して、光さ

んに会って、そしてその「シマ弁」って言うのを

聞いて、ずっとこうテープを回して、そしてそれ

を分析して、被差別部落の中でなぜこういうよう

な文化が芽生えたのか。ちょうど中上健二が和歌
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山のね、部落のそういう言葉をたくさんやってる

っていうので彼女にも、それを紹介したら、そっ

ちも一生懸命やって。それで、カリフォルニア大

学の言語学の修士論文、大学院の論文に、光さん

にすごい協力してもらって、彼女ももう「本当に

目が開かれた」って。今まで日本にいて、そして

アメリカに留学しても「はあ、こういうことっ

て、なんで知らなかったんだろう」って言って。

すごく感激していたのを、わたし今思い出してい

たんですけれども。せめて、そういう文化の紹

介、識字だとか、太鼓だとか、そういう素晴らし

い文化の紹介と同時に、今「シマ弁」のできる人

を、やり取りをビデオで撮っておいて、そしてそ

れを流すというか、「シマ弁」の研究会もね。光

さん、あと３０年はお元気ですよね？６５？ 

 

小住：わかるかいな、明日逝ってもうてるかもし

らん（会場笑） 

 

住田：３０年は頑張らないと。それでそうやって

「シマ弁」の人をね。今も若い人たちが住吉の

「ムラ言葉」を収集とか、研究とか、わたし素晴

らしいことだなと思ってるんですけども。そうい

う言葉と、後はこう「シマ弁」。本当にすごい文

化だと思うのね。だから、わたしなんかは逆立ち

しても絶対できない。住吉の言葉から、そういう

人ができる人を育てて、これはぜひとも、わたし

は文化の伝承、歴史の伝承というね。そこのとこ

ろで引き継いでいただきたいなって前からお願い

しているんですけれども。これをぜひやっていた

だきたいなと思います。 

 

友永（真）：京都の田舎からやってきました友永

真矢です。わたしは、京都の被差別部落で１９８

１年に生まれまして、ちょうど住吉では駅前の生

協ができた頃に生まれたんだなあというふうに、

今日住吉の部落の歴史を聞かしていただきなが

ら、学ばしていただきました。わたしの連れ合い

は、この住吉の地域で生まれ育ったんですけど、

「シマ弁」なんか、なんかわからへんねんけど、

京都の田舎では「えっ！そんな言葉を使ってはん

の？」って子どもが思われるような言葉をやっぱ

り伝承してしまう時があるので、それはこう子育

ての中では、いつも討論（笑）、話題の一つにな

りますね。わたしはやっぱり、住吉の文化ってい

うことを知っていく、そして、伝えていったり、

つなげていくということは、すごく大切なことだ

と思うんですけど、その中でもやっぱり、住吉の

文化ですごいなと思ったんは、よく一般の地域で

も町づくりとか、地域おこし、村おこしとかある

んやけれども、やっぱり住吉の地域というのは、

地域で起きてることであったりとか、地域は地域

なんやけど、やっぱり被差別部落の課題として起

きてくる複雑な状況とかっていうのを「他人事で

はあらへん」って。「ほっとけへん」っていう

ね、やっぱり精神をね、常に運動の中で継承しは

ったところがすごい文化やなって、わたし思って

るんですね。あの、「６つの原則」から「５つの

つながり」に繋がって、わたし今日ね、京都から

来たんでね（笑）、２１世紀の３つの命題、つま

り３つのミッションですね。これからわたしたち

が次の運動を継承していく時に、どんな使命を

ね、持ちながら、もうすぐ３５なので、青年に入

るかわからないんですけど（笑）、次の世代にや

っぱり、この運動という文化をつなげていくんや

ということを非常に考えました。でね、先ほどわ

たしも自分の夫の話をしたんはね、まずね、自分

の親世代ね、ここで言ったら友永健三さんであっ

たり、友永香鶴子さんであったり、川口さん、小

住さんからは、自分らが人として、社会人とし

て、そして大阪人、地域人として、どんなふうに

時代を捉えて運動を実践してきたのかっていうの

を今日聞かせてもらったと思うんですけど。やっ

ぱり運動の中でね、自分の子ども泣いてたりと

か、自分の子どもに何か課題があってもほっとい

てね（笑）、ムラのために、地域のために、人の

ためにつくってきはったことってあったと思うん

ですよ。やっぱり「貧困って何やろう」っていう

ことを考えなあかん時代にあるなかで、もう一つ

大事なのは、子どもたちにとって、次の世代にと

っての幸せってやっぱりなんやろうって考えてい

くことが大事なんですよね。そしたら、親が喧嘩

しているよりは絶対仲ええほうがいいし、ご飯も

美味しいもん食べる方がいいと思うから、やっぱ

り今後できることやったら毎日一緒に食事を取っ

て、ほんで一緒にお風呂に入って、一緒に寝ると
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いうのがが２１世紀の３つの命題、ミッションな

んと違うかなというふうに思いました。家庭と

か、家族の中で「６つの原則」を志して、「５つ

のつながり」を創造して、２１世紀の３つのミッ

ション実践していったら、多分、お祝いごとと

か、寿ごととか、幸せごとっていうのが、この住

吉にどんどん増えていくんとちがうかなってすご

く思いました。今日は本当に素敵なお話ありがと

うございました。 

 

森本：わたしの言いたいのはね。今ちょっとね、

わたしがこの状態でおれるというのはな。（涙）

運動のおかげ。みなさん、ちゃいます？運動で、

ね？職業もきちっと決めてもらったっておかしい

けれど、ね？勝ち取って。だから今ちょっとね、

運動がちょっとね、わたし自身がね、まあ自分自

身も身体弱ってるから、ちょっと衰退してるんじ

ゃないかなというんはあるんです。それがものす

ごいはがい。それと、女性部ね。女の人がもっと

ね、頑張らなあかんなと、いつも思うんです。女

性が立ち上がったらね、結構プラスαがあると思

うんです。今彼女が言ってくれたことは、ものす

ごい良いことですわ。本当に、これからね。ほん

まわたしたちがね、感じなあかんことなんです

よ。うん。でね、あの、やっぱり今生活できてる

ってことはな、やっぱり昔の人はな、靴直しと

か、そういうね、外へ出て、初めて仕事があって

食べれるという形があった。だけど今はね、わた

したちも、今言うてるように、主人といつも言っ

てます。「今、年金で食べていけるのはな、運動

のおかげやで」って。本当に運動があって、だか

らこれからな、青年にもそういう部分でわかって

ほしいのんと、でそれとプラス、保存会として

ね、盆おどりね。それでも携わってほしいんです

わ。っていうのは、やっぱり「住吉の伝承」でし

ょ？これは、ね？それしかないのよ！本当に。小

住さんが色々ね、老人に向けてね、なんやったか

な？あれ、てるおバンドか？そういうのも諸々、

人が集まるような、な？そういうことをやってく

れてました。だから、そういうことも必要やと思

います！それと、外へね、この地域でちまちまし

てんと、外へ出て行ってな、そういうプラスαを

わたしたちも勉強せなあかんなと思うことが多々

あります。本当に。だからね、支部でおって、な

んやかんや、あーや、こーや人のことじゃなくっ

て、自分たちの自分のことと思ってな、やっぱや

っていかなあかんと思います。今支部長えらいと

思いますわ、本当に。ごめんな、わたし言いたい

こと（笑）。いや、いや、ほんま。本当にもう、

いつも思ってるんですよ。何かあったら、青年か

てな、寄ってくれると思うの。自分たちの生まれ

た故郷やもん、ムラやもん。そやから、今言っ

た、ずっと運動ね、勝ち取ってきたことをずっと

ね、もっとこうわかってほしいなとものすごい思

うんです。わたしら説明下手やからな、あかんけ

ど。機会がある度にね、そういうのガーっとやっ

ていった方がな、１回か２回、２回か３回でな、

「また言うてるわ、あのおばちゃん」っていうか

も知れんけども。今日あるのはね、それなんです

よ。わたしはもう、住田館長にはすっごいね、色

んなことをね、人間的に本当にもう教えていただ

いて、すっごい良い人でした。本当に、勿体ない

な。住田館長、もっとおってくれてな、こんなわ

たしたちでもな、指導していただいて、今日ね。

わたしもね、自分でいうんはおかしいけどな、住

田館長からね、実は、本当に「職員になってくれ

へんか」と言ってくれました。ものすごい嬉しか

ったよ。こんなわたしでもな。でも、わたしはた

またま中学校で就職活動をして、福祉関係の会社

を受けたのね。それを受けて、通ったのね。とい

うのは、就職の先生がおっしゃったんは、「小

住、お前今断ったらな、後の２年、３年の子が就

職するにあたって、もうけえへんぞ。そない思っ

てな、まあ受けてくれ、行ってくれ」と言われま

した。それをきちっと住田館長にお話に行ったん

です。そしたら、「そりゃあ、ええこっちゃ！」

って、「そういう考えがあるんやったら、ええこ

っちゃ。いつでもな、住吉に帰ってきたかった

ら、もし詰まったら、なんぼでも相談おいで」っ

て、言うてくれましたよ。そやから、その言葉が

ぜんぜん忘れられない。 

 

石田：ライフサポート協会で１３年働かせていた

だいてます石田です。２００３年に来まして、そ

れまで１０年ほど福祉の仕事をしてまして、合わ

せれば２３年、福祉の業界で飯食ってきたわけで

すけれども、こっちにいる時間の方が長くなりま

して。あの、実は、その時にもちょっと思ったん

ですけども、自分たちが前に関わってたところ、

法人に比べるとものすごい地域の方の応援が、す

ごい強いなと。福祉を利用される方であったりと

か、高齢者、障がい者に対して、ちょっと厳しい

言葉言われる時もありますけども、基本的にはあ

たたかい眼差しで見守っていただいているなとう

ふうに思っています。僕が来て、次の年ですか

ね？駅前の生協の後をオガリ作業所に変えるとい
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うところでも、非常に後押ししていただいたこ

と、１２年も経ちましたがこの場を借りて、お礼

させていただきたいなと思ってます。ただ、残念

なことに、この十数年の間、だんだん福祉の業界

が厳しくなってきまして、高齢者でもだんだん制

度が利用できなくなってきています。高齢者だけ

じゃなくて、従来やったら福祉の対象じゃなかっ

たはずの子どもたちとかも、多分これは、住吉だ

けじゃなくて全国的にそうなんですけど、貧困で

あったりとか、ちゃんとした発育、発達が保障さ

れない。教育が受けられないみたいな状況の子ど

もたちも増えてきていると、聞いてます。それで

最後、友永さんからあった話というのは、わたし

たちの法人でも問題意識持ってますので、一緒に

手を携えて取り組んでいきたいなと。より一層、

だから制度は狭まるのに利用者は増えるし、対象

者も増えるし、課題は大きくなってきてるので、

これからも、一緒に協力したいなと思ってるんで

すが、問題はもう一つあるんです。人がおらんの

です、なかなか。それを担える人材が。地域の掲

示板にも職員募集の案内させてもらったこともあ

りましたし、もちろんそれ以外の地域にも、色ん

なところから人材供給の種をまいたりしてるんで

すが、なかなか職員来なくて、困ってるんです。

ちょっと時間かかると思うんですが、非常に良い

話やったなと思うのは、この「５つのつながり」

ということかなと思うんです。新しいセンターの

中でも「人と人が交流でき、世代と世代が交流で

き」というところで、小さい頃から高齢者の人た

ちを目の前にして育っていく子どもたちが、やが

て大人になって、支え手になっていくというよう

な、時間のかかる作業ですけど、こういったとこ

ろが、制度ではないですが、手伝っていけるつな

がりができていければなというふうに考えてま

す。「地域のつながり」って書いてるところでも

同じことが言えまして、法人職員も、実はかなり

人材増えてきたので、やっぱり地域とのつながり

が、職員によっては弱くなってきているなと思い

ます。僕自身もそうですけど。あらためてですけ

ど、防災のこともありますし、これからもうちょ

っと意識してつながりを深めていきたいなと思っ

てます。ですので、やっぱりこういった歴史の話

で、ついついわたしとか、福留施設長しか今日来

てませんけど。ライフサポート協会は、職員３０

０人ぐらいいますので、どう継承していくか、伝

えていくかというところについては、頑張ってい

きたいなと思ってますんで、よろしくお願いしま

す。 

 

多賀：あの、住吉中学校の多賀といいます。市民

交流センターの方に中学生が来れる仕組みってな

いかなということで、友永健吾さんとかと相談し

ながら、来たりとか、あるいは生徒会に「餅つき

けえへんか」かと声をかけてくれたり。これは、

この地区の子だけじゃなくて、広くこの地域の子

どもつなげていくことでけへんかなということも

考えてきたけども、新しいセンターになるんで、

またちょっと新しい仕組みでけへんかなっていう

のを小学校も含めて考えたいなと思うて、こない

だから相談さしてもらったりしてるところです。

決意表明みたいなことなんやけども、この地域に

住んでる子は、住んでる子の課題として、ここの

運動であるとか、文化であるとか、どうつないで

いくのかというのを相談してやりたいし、ここを

他の地域から来る子どもにとっても、なんでここ

があるのかということを共有しながらね、「社会

変革」って言いうか、「おかしいこと」に気つい

て、育っていってくれる子ども、連帯していける

子どもを育てたいなという想いを教職員としても

共有したいと思っています。そういうことで、新

センターも紹介もしながら、ここを軸にして、青

年層っていう話出たけども、もっと若い、例え

ば、ここに来た中学生が卒業して、それでもなん

かここにつながりが残るような、なんかそんな仕

組みでけへんかなと思てるので、「こんなんもで

きるで」というようなことありましたら、また教

えてもらえたら、良いなと思います。今後とも、

よろしくお願いします。 

 

木本：すいません。まあ、わたしがね、住吉に来

てもう６２年になるんです。昭和２９年か。その

頃はまだ、雨漏りして、それこそ家の中からお月

さん（笑）が見えるような家、ばっかり並んでい

た頃でして、で、今色々写真を見せていただいた

ん、「ああ、ああゆうこともあったな。こうゆう

こともあったな」いうのが、もうなんか色々出て

きてね。懐かしいやら、「あの時大変やったけ

ど、ようやったなあ」っていうのが、色々出てき

ました。まあ上手く話せないんですけども、うー

ん、どう言うんかな？今度は新しくセンターがで

きました。これはやはり、みんなのものですし、

若い青年から、昔のように、子どもがいつも出入

りしてるとか、入りやすい会館になってもらいた

いというのが一番のお願いなんです。それに、ま

あ、識字のできる部分もできたということで、

「大変嬉しいなあ、良かったなあ」と思ってま
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す。まあ、もう８０を過ぎてしまいましたけど

も、また、子どもたちや青年に教えられることが

あれば、やっていきたいなと思います。 

 

梶川（田）：これからの新しい会館を賑やかにし

ていく方法として、一人の子どもにも、近所の子

どもにでも「声かけ」。それと中学の子にも「声

かけ」。「声かけ」が一番大事。それを続けてい

けばつながっていくと思う。中学校の子でもかま

へんねん。「あんた、どこの子？」とかな、遊ん

でる子にも声かけ。うちは、青年に声かけをする

わけ。そやから、やっぱり「声かけ」が一番大

事。そう思います。 

 

前田：はい。ありがとうございました。１０名の

方から意見をいただきました。今日言うてすぐ答

えがでるという問題ではありませんので、その問

題提起も含めてですね、今後やっていきたいと思

っています。 

 

各パネラーから 

言い残したこと 新センターへの期待 

 

最後にですね、パネラーの方から、１０人の方

の問題提起も含めて答えられることあったら、あ

るいは自分の想いがあったら、またそこで言って

いただいてですね。後でまとめていただいたらと

思います。まずは、川口さんからどうぞ。 

 

川口：たぶん、マイクなかっても後ろまで声は届

くというふうに思ってますけど。（会場から「届

いています」との声）僕なんかは、今年６６にな

ります。ほんで、運動的には、先ほど発言いただ

いたね、大川和裕さんの方が先輩になる。で、僕

は１１回の全青（部落解放全国青年大会）は行っ

てません。１２回から１３回の全青から初めて行

ってるわけ。だから、高校時代、まあいわゆる、

１年間か２年間くらいはね、家で寝てました。家

で運動してました（笑）。だから、会館へ行った

んはね、たぶん２年生の終わりくらいか？まあそ

んな時分に参加してますんでね。それから、いわ

ゆる青年部の活動と、青年会館の活動というふう

に入っていきました。だから、高校卒業やったん

が、昭和４３年、１９６８年ですけども。１年

間、造船所行きましてね。造船のいわゆる技術を

ね、１年間で身につけた言うたら、身につけたけ

ども。ただまあ、１年かぎりということでね、親

と約束やってましたんで、４５年から会館に入り

ましてね、だからちょうど７０年代の解放運動が

始まる、その２年前くらいから運動やって、７０

年から職員ということでね、今まで世話になりま

した。合計４６年間。わがの人生の半分は、会館

でずっと運動と事業に明け暮れてきたと。１０人

色々意見頂いただたんですけども、新しい館につ

いてね、青年の集う場がなかなか、今のところな

いと。そういう意味においては、青年がいつでも

来て、いつでもこう話できるそういう場所があっ

ても良いんじゃないかというふうにも思ったりも

します。そういうことはね、かなり時間はかかり

ます。昔は、「特別措置法」の時代、いわゆる

「事業をやれ！」というふうな闘いもあったし、

狭山の闘いもあったし、（部落）地名総鑑という

闘いもあった。それで、町内のいわゆる闘争に明

け暮れて、というそういう時代と今、新しく新館

できてね、「さあ、寄ってらっしゃいよ」という

ふうには、なかなかいきません。まあ、あの支部

員が、いわゆる年いって亡くなるということで、

減っていくのも事実やけども。新しい層がね、や

っぱし結集できてないという弱さがあります。そ

ういう意味においてね、新館では、ドーンと門戸

を開いてね、どんな青年、どんな支部員、どんな

地域の人が来るかもわかりませんけども、やっぱ

し、全部受け入れてね、一定程度、前へ向かって

前進していく、そういうとりくみが大事じゃない

かというふうに思っています。「具体的、ほんだ

ら何やねん！」というふうになったら困りますけ

ども、それは討論の中でね、「こんなとりくみも

良いんとちゃうか」というふうなことをね、出し

てもらう方がもっともっとみんな、共有できると

いう一つの財産になるじゃないかというふうに思

います。１点だけですけども、それだけ言うて、

一応終わりたいというふうに思います。 

 

小住：はい。どうも、ありがとうございます。な

んで、俺、司会者やねん（笑）。あの、わたしは

ですね、このわたしがしろという４番、５番ね

（レジュメ参照）。これを簡単に言います。まず

その、「人のつながりづくり」時間かかんねや。

時間かかるけども、コツコツやらなしゃーない。

それはなんや？挨拶からやねん。朝は「おはよ

う」、昼は「こんにちは」、晩は「さようなら。

はよ寝えや。ウロウロしたあかんで」、これね。

これが大事や。こんなこともあったんです。うち

の職員がね、「こんにちは」って普段いわへんの

にね、支部員にいうたらしいわ。「なんや！普

段、なんもいわんのに。あっ！支部大会近いから
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や」（会場 笑）。こういうふうに言われた職員

もおったんや。そういうことのないようにな、や

っぱり誰であっても朝は「おはようさん」や。ね、

そうでしょ？ 

それと、コツコツ積み重ねやな。それと、それ

が「見守り」になんねん。子どもと会うたら、

「おはようさん。気いつけて行きや」っていう

ね。 

二つ目、「自分自身どない変わったか」って

ね。４１年間、会館へ来て、あの当時わたし無口

やってん（笑）。何わろてんねん（笑）。無口や

ったんや。何もよう喋らんかってん。ところが今

もう「黙っとけ！」言うても喋る人間なったん

や。これは、やっぱり運動のおかげ、みなさん方

のおかげ、「あんた、誰なん？」「留やんの息子

や」「どっちや！」と言われた会話がね、「弟の

方やねん」「ああ、そうか」という会話がね、人

をつくってきたんちゃうか、自分が変わってきた

んちゃうかというふうに思います。 

それと、地区内からわたしは地区外へ出るよう

にしてるんですね。それは住吉の今まで取り組ん

できたやつを周辺にどう拡げるかという役割にも

なると思うんね。だから、地区内の担当と地区外

の担当とこう分担して、やっていけたらなあとい

うふうに思います。 

三つ目は、「いかなる事態があったともね、そ

の時どう動くねん、どう考えんねん」。昔、いし

だあゆみという歌手がね、知ってる？（会場 

笑）知らん？「あなたな～ら、どうする？」こう

いう歌流行ってんね。その時に、「この時に、あ

なたならどうする」っていうね、こういう考え、

発想、持っていったらどうかなと思います。 

最後にね、変わっていくことと変えてはならん

ということ、変えなあかんことをね、ずっとわた

し講習依頼があって、話した最後に、このこと言

うんですけど、「変わっていく」いうんは、隣保

館時代は職員３人。館長入れて３人ですからね。

で、解放会館、人権文化センター時代は２５人ほ

どおりました。そして、市民交流センターになっ

てから、９人。そして今度また３人。これを支え

んのはなんやいうたら、昔はボランティアでね、

「全部が会館や、とにかく会館や、会館や」いう

て、寄るとこなかったんか、会館しかなかったん

です。そりゃ診療所もなけりゃ、会館と風呂と寺

くらいのもんや、まあ言うたら。しかし、今、診

療所も総セン（総合福祉センター）も色々あるけ

どもや、ムラの人が寄るとこはまったくないとい

うね。その拠点にならなあかんわな。総センも、

当時将棋とか、囲碁・将棋のグループと、テレビ

観るグループと、もう固定席まで決まったくらい

の利用であったという実態からね。今もう行って

も、どこへ座ったらええやわからんというような

状況ですな。診療所は、始まる前に待合室って

ね、待合室広く作ってくれてはる。そういうね、

これもうしゃーない。だから、そういう事で、こ

れ変わっていくねんけども、どういうふうに対応

するかというね。それを支える場所をどないかせ

な、運動なりね、ボランティアで（あったり）。

それと、「変えてはならんこと」は、やっぱり相

談者や利用者、これの声をただ聞くんやなしに、

傾聴するいうんかな？じっと聞く（聴く）という

ね、とりくみをしていかなければという。「変え

ていかなあかん」のは、やっぱり、安心できる住

吉か、「６つの原則」、「５つのつながり」がで

きてる町かと、いうことを考えて変えていかなん

やったら、変えていかなあかん。変えたらあかん

のは自分の差別に対する怒りね。これは変えたら

あかんけども。そういうとりくみが大事ちゃうか

と。子育て、「保育所あるやないか」。地域の福

祉は、「ライフサポート、あるやないか」。医者

や医療は、「診療所があるやないか」。住民の交

流は、「自治会があるやないか」というね。そう

いうような、その色んな条件が昔と違いますか

ら、それを多いに活用するというのが、これから

の役割ちゃうかなと。そのためにも、濱田さんが

指摘しはったやね？「損してでも、この期間、３

か月は、いっぺん新センターつこうてくれ」とい

うことで、ちょっとね、大きい気持ちでいっぺん

してもうたら有難いなというね。それから、どう

いう利用の仕方があるかということも含めて、僕

は大事ちゃうかなというふうに思いますんで、よ

ろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

岡田：梶川さん、すんません。いつもお世話かけ

て、また応援していただきまして、ありがとうご

ざいます。あの、練習場所につきましては、明後

日に施設の委員会がありましてね。その時に、ふ

れあい太鼓の発足した経緯と、今年度の活動状況

をまとめたもんを持っていきましてね、そこで説

明させていただいて、そこに承認いただいけるか

どうかというふうな形になろうかと思います。ま

た、ご報告させていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

友永健吾：わたしからは、もうみなさんいっぱい

意見言うてくれて、すごい嬉しかったなと思うん
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ですけど、今日はね、あの住吉支部の支部長とし

て喋るんか、公益財団の職員として喋るんか、こ

のテーマから言うたら、職員なんですけれども

（笑）。さっきから「支部長、支部長」というこ

とで紹介されておりますんで（笑）、ごちゃ混ぜ

になっております。あの、ただここはっきりさせ

たら、言われへんこともありますんで、「ごちゃ

ごちゃのまま、今日はいったろうかいな」と思て

るんですけど（笑）。今年は住吉支部できて６０

年目です。これいわへんかったら、さっきから書

記長が後ろで睨みきかせてますんでね（笑）。６

０周年ということと、新しいセンターができて色

んなとりくみするということを、わたしたちは連

携させていかなあかんなと思っております。最後

になりますけど、市民交流センターが閉まるっち

ゅうことですけど、ここができて物心ついた時く

らいから僕ここ来てるんですよ。もう小学校に入

学してすぐくらいかな。母親がここの職員でした

しね。父親は部落解放・人権研究所で働いてて、

まあ、どっちも夜帰ってきませんわ。それから、

僕らあの、さっき真矢ちゃんがね、話してくれた

けれども、なかなか子どもたちにとって幸せやっ

たかって言うたら、その頃は幸せじゃなかったか

もしれませんね。でもそれはね、温かく迎えてく

れてた地域があったし、身内がいましたからね。

だから学校から帰ってきたら、子ども会行って、

子ども会で、よう苛められてたんですよ、僕

（笑）。ほんで、泣いて、こっち来てね。ほん

で、ロビーにテレビがあって、テレビ観ながらオ

カンが仕事終わるまで待つという、そういう日

を、よう過ごしてました。だから今ここに甥っ子

いますけれども、甥っ子も今退屈してるんやと思

いますけど、よう我慢してると思います（笑）。

だから、ちっちゃい頃から来てるっていうのは

ね、やっぱりなんかこう、閉まるとなった時に感

慨深いもんがあります。レジュメの最後にわたし

が書いたのはね、新しい発想が大事ちゃうかなと

思っているということです。でも、先ほどからみ

なさんの意見聞いてたら、今までの考え方で「変

えたらあかん」というところもあるのも、もちろ

んですね。でも、今まで行政に対して「大阪市、

何やってくれんや！残してくれ！」とかいう、こ

れも大事。大事やねんけども、今それだけではや

っていけない時代でもあります。それから、一般

政策を活用してということをね、部落解放運動も

やってきた。でも、我々活用しきれてきたんかと

いうたら、活用しきれてない部分、いっぱいある

と思います。行政に「おんぶに抱っこ」やったこ

と、申し訳ないですけども、僕、こんな偉そうに

いうたらあかんのかもしらんけれども、あると思

うんです。自分らがもっと、自分らでできるはず

のものをね、行政任せ、行政責任にしてきたとこ

もないことはないんちゃうかなと。もっと自分ら

ができることあるんちゃうかな、今でもあるんで

すよ。それをね、これからはね、僕らやっていか

なあかんのとちゃうかな。やった上で、もう一回

責任、ほんまにせなあかんとこは、（行政に対し

て）「あんたら、これどないするんや」というこ

とを言うていきたいというふうには思っていま

す。それから、これも先ほどからみなさん何人も

言うてましたね、「敷居は低く、志は高く」って

書きました。誰もが入ってきやすい、使いやす

い、利用しやすいセンターにしたい。だから、南

海高野線の住吉東駅、向うむけて、僕は良かった

と思うんです。僕も、京都に１０年ほど住んでま

した。その時に、部落問題とも少し出会ったこと

もありました。それで、（住吉に）帰ってきたと

きに、あのセンター見たときに、ほっとするって

いうね、そういうふうな場所にしていきたい。梶

川田鶴子さんも言ってたし、小住さんも言うてま

した、「挨拶」とか「声かけ」。今、このセンタ

ーからもね、ちょっとずつ変えていかなあかんと

いうことで、誰か入ってきても、「おはようござ

います」「こんにちは」とか、ちょっとどっか部

屋探してる人おったら、「何か探してますか。困

ってますか」という「声かけ」。そんなことから

やったら、誰でもできますやん。そういうちょっ

としたことから、やっていくことで、入ってきた

人が「ここ気持ちええ場所やな」って思ってもら

えるようなね。そんなセンターにしていかなあか

んとの思いで、「敷居は低く、志は高く」という

言葉を書かせてもらいました。最後一つだけ、書

かれへんかってんけども、これはずっと思ってん

のが、行政からの予算はなくなってきてますし、

支部も財政的には潤沢やなくなってきています。

その中で、今、ともすれば、若者が大事なんか、

高齢者が大事なんか、どっちが大事やねんみたい

なね。議論にちょっとなりそうなところもあると

思うんです。でも、僕はどっちも大事。若い人た

ちにはエネルギーとパワーがあると思いますし、

高齢者の人には知恵と経験があると思います。こ

こをうまくつなげていくことが、この数年すごく

求められているところじゃないかなと思ってます。

今後もこの地域を良くしていきたいですし、みな

さんにも協力していただきたいです。ありがとう

ございました。 
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１０．まとめ閉会（前田 雅之） 

前田：みなさん、長時間にわたって、ありと

うございました。パネラーのみなさんもたく

さんのことを述べていただいて、ありがとう

ございました。参加者からも１０名の方から

意見を出していただきました。全てに応じる

ことができないかもしれませんけれども、や

っぱり「６つの原則」で町づくりしていきた

い。それから、新しい「５つのつながり」。

「人のつながり」「世代のつながり」「地域

のつながり」「健康のつながり」「歴史のつ

ながり」ということで確認されてきたと思う

んです。わたしが言いたいのは、最後にです

ね、公益事業という形で今までは、市民交流

センターすみよし北の経営という、これは経

営できないということで外されたんですね。

そやけれども、今後、それをどう公益事業と

して、我々もみなさんに展開していくかいう

ことで、ここに書いてありますように、相談

機能なり、あるいは自立支援、識字、べん

きょう会等、町づくりも含めてですね、ある

いは人権教育・人権啓発もですね、公益事業

として、この３月１７日に認められました。

やっぱり運動と協力しながら、この公益事

業、今度の新センターでどう活かしてくかと

いうことが我々の課題ですので、みなさんと

一緒に、協力を求めながらですね、今後も運

動なり、あるいは事業を展開していく中で頑

張っていきたいと思います。本日はありがと

うございました。 

 

 

■住吉隣保事業推進協会からのお知らせ 

2016 年 4 月 1 日の住吉隣保事業推進センター

開設が新聞報道で取り上げられました。 

----------------------------------------- 

読売新聞 4 月 2 日掲載 

「相談や人権啓発 住吉に拠点開所」 

地域の人権啓発や福祉の拠点となる「住吉

隣保事業推進センターの（すみよし隣保館

寿）が 1日、大阪市住吉区にオープンした。

地域住民の相談業務を中心に、教育や医療を

提供する場として活用される。「市民交流セ

ンターすみよし北」が 3月末で廃止され、公

益財団法人住吉隣保事業推進協会が新たな拠

点として整備した。3 階建て延 1080 平方㎡で、

総工費 2億 7000 万円は公益財団の資金や住民

らの寄付でまかなった。1階に関係団体の事務

所や相談室、交流スペース、2階に訪問看護ス

テーションと居宅介護支援事業所が入る。3階

は会議室や図書資料室として使う。開所式に

は、約 200 人が出席し、同協会の友永健三理

事長が、「生活に困る人の相談や自主活動、

子どもたちのべんきょう会の場を確保でき

た」と挨拶した。 

 

毎日新聞 4 月 8 日掲載 

「人権問題対応隣保館が開館」 

 大阪市の人権文化センター（後に、一部は

市民交流センターに改称）廃止を受け、住吉

区では住吉隣保事業推進協会（友永健三理事

長）が、民設民営の住吉隣保事業推進セン

ター（愛称は「すみよし隣保館 寿」）を同

区帝塚山東５に建設、１日から利用が始まっ

ている。部落問題をはじめとする人権問題に

対応し、地域交流促進の場として運営する。 

人権文化センターはかつて大阪市内１２カ所

にあったが、２０１０年以後に統合などが始

まり、今年３月末ですべてが閉鎖された。友

永理事長によると、最近でも被差別部落の所

在地情報がインターネット上で流布されるな

どしており、「大阪市の人権・同和行政が後

退する一方、差別の厳しい現状を踏まえ、自

主的に施設を建設した」と話している。 

鉄筋３階建て、延べ約１０７０平方メートル。

総工費は約２億７０００万円で、１億５００

０万円は財団の資金から拠出し、残りは寄付

を集めた。人権や生活相談用のスペースのほ

かに、福祉関係の事業所などが入居する。生

涯学習のための各種講座や貸し会議室などで、

市民も利用できる。 

 

----------------------------------------- 

賛助会員を募集しています！ 

住吉隣保事業推進協会は、法人の事業活動

を後援する賛助会員を募集しています。 

<年会費> 

個人 3,000 円 

団体 10,000 円 

加入していたければ、当法人の活動をまと

めた機関紙「すみりんニュース」をお送りし
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ます。また、当法人が主催する指定講座に参

加費半額免除でご参加いただけます。 

ご寄付の状況 

2016 年 4 月以降、７名の方から、 

 3,165,000 円のご寄付をいただきました。 

みなさまからの温かいご支援に心から感謝い

たしますとともに、引き続き住吉隣保事業推

進協会へのご支援よろしくお願いいたします。 

 

----------------------------------------- 

住吉隣保事業推進協会の４月以降主な動き 

 

４月 １日 新センター開所式 

３日 さくらまつり 

５月１２日 評議員選定委員会 

２０日 じんけんのつどい第 1回実行 

委員会 

２２日 「人権のまちづくりを考える」 

すみよし連続講座記念講演 

「東日本大震災から５年、南海 

トラフ地震にどう備えるか」 

 

 4 月 1 日に住吉隣保事業推進センターが開所

し、新らたな場所と新しい体制で事業を進め

ています。住吉地域のさくらまつりへの参加

や、11 月に開催される第 24 回住吉・住之江じ

んけんのつどい実行委員会に参加しています。 

 また 5月 12 日には、評議委員選定委員会が

もたれ、外部委員 2名を含む 5名の評議員定

委員により、6月 19 日以降就任する法人の評

議員 12 名が選ばれました。新しい体制を作り、

新センター建設後の事業展開に備えています。 

 さらに、5月 22 日には、法人が主催する

「人権のまちづくり住吉連続講座」がもたれ

ました。防災の専門家である河田 惠昭さんを

招いて、身近な地域で実際にどのような被害

想定がなされているか、それにどう備えるべ

きかという重要な課題を学ぶ機会を持ちまし

た。（内容は、次号で紹介します。） 

 

 

 

 

 

 

■今後の催し・案内 

「人権のまちづくりを考える」すみよ

し連続講座（７月例会） 
■開催日時：2016 年 7 月 30 日（土） 

午前 10 時～12 時半        
■開催場所：住吉隣保事業推進センター 
〒558-0054 大阪市住吉区帝塚山東 5-6-15 

【交通アクセス】 

南海高野線住吉東駅東口下車 北へ 100m 
 阪堺電気軌道神ノ木駅下車  南へ 100m 
■テーマ： 

「大阪市における保育制度・保育施策の現

状と課題（仮）」 

■講 師：大阪市こども青少年局 
■参加費：５００円 

■定 員：２０名程度 

■申し込み方法：電話、ファックス、はが 

き、直接来館、メールにて、①名前、②住 

所、③電話番号、④年齢、を明記の上、お 

申し込みください。 

■申込み・問合せ 

TEL（06）6674-3732 
FAX（06）6674-3700 
E-mail：koza@sumiyoshi.or.jp          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催：公益財団法人住吉隣保事業推進協会 

後 援：部落解放住吉地区住宅自治会連合、部落

解放同盟大阪府連合会住吉支部、社会福

祉法人ライフサポート協会、医療法人ハ

ートフリーやすらぎ 
 

 

■公益財団法人住吉隣保事業推進協会 

ホームページアドレス 

http://sumiyoshi.or.jp 
＊「すみりんニュース」は、２ヵ月に 1回、奇数月に 

発行致します。 


